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前
述
の
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川
刑
法
に
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自
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追
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一
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の
無
期
刑
的
な
刑
罰
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多
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た
が
、
追
放
刑
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論説

に
処
せ
ら
れ
る
と
、
武
士
な
ら
ば
浪
人
、
庶
民
な
ら
ば
無
宿
と
な
っ
て
各
地
に
分
散
す
る
の
で
治
安
維
持
上
か
ら
も
好
ま
し
く
な
か
っ
た

の
で
あ
る
が
、
他
面
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
生
活
上
や
む
を
え
ず
、
御
構
場
所
（
立
入
禁
止
地
域
）
に
立
戻
っ
て
、
再
び
替
を
重
ね
る
と
い

う
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
再
犯
は
前
項
で
の
べ
た
よ
う
な
再
犯
と
は
異
な
り
、
刑
そ
の
も
の
が
終
了
し
て

お
ら
ず
、
未
だ
継
続
中
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
罪
を
重
ね
た
も
の
で
あ
り
、
本
項
は
こ
う
し
た
形
態
の
再
犯
と
、
そ
の
刑
の
加

重
の
実
態
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
刑
の
執
行
継
続
中
の
再
犯
と
い
っ
て
も
大
別
二
通
り
あ
る
。
一
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
追
放
刑
の
受
刑
者
が
御
亡
場
所
に

立
入
っ
て
行
う
再
犯
で
あ
り
、
二
は
、
追
放
地
に
お
い
て
な
さ
れ
る
再
犯
で
あ
る
。

　
1
　
御
溝
場
所
立
蹄
の
上
の
再
犯

　
御
定
書
に
お
け
る
こ
の
種
の
再
犯
に
関
す
る
規
定
は
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
第
八
十
五
条
「
牢
抜
手
鎖
外
シ
御
構
之
地
江
立
聾
候
も
の
御
仕
置
之
事
」

　
ω
　
延
享
二
年
極

　
　
　
一
　
御
溝
之
地
二
致
俳
徊
候
上
悪
事
い
た
し
候
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
墨
以
上
二
可
申
付
悪
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
候
ハ
瓦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死
鵬
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
墨
二
可
申
付
程
之
悪
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
無
之
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
之
御
仕
置
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
等
重
ク
可
申
付

　
鋤
　
同

　
《
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一
　
入
墨
を
抜
御
溝
之
地
立
蹄
候
も
の

入
墨
之
上
前
之
御
仕
置

よ
り
一
等
重
ク
可
申
付

但
入
墨
以
上
二
可
申
付
悪
事
い
た
し
候
ハ
X
死
罪

徳川幕府刑法における刑の加重減輕（二・完）（石塚）

（3）

以
下
、

追
加
、
寛
保
三
年
極

一
　
一
端
追
放
に
成
其
後
御
溝
場
江
立
聾
り
あ
は
れ
候
も
の

順
次
検
討
す
る
。

　
イ
、
ω
は
同
じ
く
第
八
十
五
條
の
「
從
前
々
之
例
、
　
一
、
御
講
之
地
二
排
画
い
た
し
候
も
の
　
前
之
御
仕
置
よ
り
一
，
四
重
ク
可
申
付
」
な

る
規
定
の
特
殊
な
ば
あ
い
、
す
な
わ
ち
、
御
溝
之
地
排
徊
の
上
の
再
犯
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
両
規
定
を
綜
合
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

て
み
る
と
、
ま
ず
御
溝
之
地
を
俳
徊
し
た
も
の
は
、
前
の
御
仕
置
よ
り
一
等
重
い
刑
を
科
す
る
が
、
そ
こ
で
さ
ら
に
犯
罪
を
重
ね
た
ば
あ
い
、

そ
の
再
犯
の
行
為
が
入
墨
以
上
に
相
当
す
れ
ば
死
罪
、
入
墨
に
当
ら
な
い
再
犯
な
ら
ば
や
は
り
前
の
御
仕
置
よ
り
一
等
重
く
申
付
け
る
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
い
い
か
え
る
と
、
追
放
刑
に
処
せ
ら
れ
た
も
の
が
、
御
構
之
地
を
排
徊
す
る
こ
と
も
、
排
徊
の
上
再
犯
を
な
し
、
そ
の
再

犯
の
相
当
刑
が
入
墨
に
当
ら
な
い
ば
あ
い
も
、
と
、
も
に
前
の
刑
よ
り
一
等
重
い
仕
置
が
科
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
両
者
の
間
に
差
は
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
い
二
）
こ
れ
は
け
だ
し
・
徳
川
刑
法
上
・
　
「
御
構
下
地
週
期
」
・
と
い
う
こ
と
そ
れ
自
体
が
す
で
に
犯
罪
で
あ
り
・
一
種

の
（
あ
る
い
は
広
義
の
）
再
犯
な
の
で
あ
っ
て
、
御
措
下
地
排
徊
の
上
の
再
犯
が
、
前
述
の
程
度
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
た
ん
な
る
御
丁
場

俳
徊
と
同
程
度
に
扱
っ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
ゆ

　
と
は
い
え
、
本
条
が
御
描
割
地
排
徊
の
上
の
再
犯
．
を
、
と
も
か
く
前
の
刑
よ
り
一
等
重
く
処
罰
す
る
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
さ
き
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に
累
犯
の
項
で
の
べ
た
、
入
墨
以
後
盗
以
外
の
悪
事
を
し
た
も
の
は
重
敲
と
い
う
規
定
に
よ
っ
て
、
そ
の
悪
事
が
重
敲
か
ま
た
は
重
敲
以

説　
　
下
の
罪
の
ば
あ
い
、
や
は
り
重
敲
に
処
し
て
、
必
ず
し
も
刑
の
加
重
を
み
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
の
と
は
非
常
に
相
違
し
て
い
る
こ
と
に

論　
　
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
さ
て
上
述
め
よ
う
に
、
御
構
添
地
俳
徊
の
上
の
再
犯
は
、
そ
れ
が
入
墨
相
当
の
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
死
罪
か
前
仕
置
の
一

　
　
等
加
重
に
と
ど
ま
る
か
が
決
し
た
の
で
あ
り
、
実
に
「
入
墨
以
上
二
可
申
付
悪
事
」
か
「
入
墨
二
可
申
付
程
之
悪
事
轟
無
言
」
か
は
、
死

　
　
生
を
分
か
つ
重
大
な
分
岐
点
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
「
入
墨
以
上
二
可
申
付
悪
事
」
と
い
う
の
を
、
　
入
墨
以
上
の

　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

　
　
重
い
犯
罪
と
即
断
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、
天
保
二
年
・
南
品
川
宿
無
宿
鐵
五
郎
外
壼
人
請
附
言
地
江
立

　
　
入
三
三
回
外
悪
事
い
た
し
候
一
件
評
議
は
き
わ
あ
て
有
益
で
あ
る
。
曰
く

　
　
　
別
紙
南
品
川
宿
無
宿
鐵
五
郎
受
壷
人
御
仕
置
附
二
博
突
い
た
し
候
不
届
ハ
入
墨
可
相
成
悪
事
ニ
ハ
無
之
段
申
上
宿
庭
右
転
変
ハ
三
度
以

　
　
　
上
廻
り
轟
い
た
し
候
も
の
之
御
定
二
而
中
追
放
二
相
嘗
右
中
追
放
ハ
入
墨
程
之
悪
事
山
守
無
之
哉
且
押
産
金
子
借
受
評
論
と
居
込
罷
在

　
　
　
候
慮
被
召
捕
候
爵
壁
付
召
捕
二
不
相
成
鞘
管
遺
事
を
逐
可
申
候
得
共
選
覚
召
捕
二
相
成
候
故
事
を
不
滅
次
第
右
之
澤
二
而
も
事
を
不
遂

　
　
　
方
江
附
可
申
哉
之
旨
御
尋
一
一
御
座
候

　
　
　
　
此
儀
御
定
書
二
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一
　
御
溝
之
地
二
致
俳
徊
候
上
悪
事
い
た
し
候
も
の

入
墨
以
上
二
可
申
付
悪
事
二
候
ハ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死
罪

入
墨
二
可
申
付
程
之
悪
事
二
無
之
者
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
々
御
仕
置
よ
り
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
等
重
ク
可
申
付
－



徳川幕府刑法における刑の加重減輕（二・完）（石塚）

　
　
右
之
通
有
之
入
墨
以
上
二
可
申
付
と
有
之
候
ハ
た
と
ヘ
ハ
再
犯
之
悪
事
追
放
或
ハ
遠
島
な
と
各
入
墨
よ
り
以
上
二
相
早
り
候
事
之
様

　
　
二
も
相
と
れ
御
尋
之
趣
御
尤
二
御
座
候
得
共
右
入
墨
以
上
と
御
座
候
ハ
入
墨
又
導
入
墨
品
等
都
而
入
墨
思
葉
罪
科
之
儀
二
而
入
墨
二

　
　
可
申
付
程
之
悪
事
二
無
之
と
有
之
候
ハ
右
入
墨
之
内
二
可
申
付
悪
事
二
巴
之
者
と
申
言
趣
意
二
相
心
得
前
々
よ
り
御
仕
置
相
伺
候
儀

　
　
二
而
入
墨
以
上
と
御
座
候
儀
入
墨
付
キ
不
申
悪
事
二
而
も
入
墨
よ
り
以
上
二
相
當
り
候
悪
事
と
申
御
趣
意
ニ
固
相
心
得
不
申
候
依
之

　
　
今
般
之
鐵
五
郎
儀
も
男
望
無
地
江
立
入
申
追
放
二
相
量
り
候
悪
事
致
馬
繋
も
の
二
障
入
墨
二
可
申
付
悪
事
ニ
ハ
無
御
座
候
間
前
之
御

　
　
仕
置
よ
り
一
等
重
く
可
申
付
と
有
之
方
鳥
寄
重
追
放
と
相
伺
候
儀
二
御
座
候
尊
重
捕
二
相
成
候
故
事
を
不
遂
も
の
之
儀
取
調
候
虜
此

　
　
度
例
に
申
上
平
羽
州
山
村
百
姓
利
八
儀
も
吟
味
書
之
趣
二
野
幽
翠
又
被
召
捕
候
故
事
を
不
遂
も
の
に
て
矢
張
鐵
五
郎
同
様
之
趣
意
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

　
　
御
座
候
間
鐵
五
郎
儀
も
右
例
同
様
事
を
遂
候
も
の
よ
り
ハ
御
仕
置
相
者
ミ
可
然
哉
二
奉
存
候

　
こ
の
評
議
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
　
「
入
墨
以
上
二
可
申
付
悪
事
」
と
い
う
の
は
、
再
犯
の
悪
事
が
追
放
と
か
遠
島
等
の
ご
と
く
、

刑
罰
と
し
て
は
一
般
に
入
墨
よ
り
重
刑
と
さ
れ
る
も
の
を
科
せ
ら
れ
る
犯
罪
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
に
該
当
せ
ず
、
「
入
墨
二
者
入
墨
敲
等

む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　

都
羊
雲
墨
附
候
罪
科
」
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
入
墨
二
可
申
付
程
之
悪
事
二
者
之
」
と
は
、
刑
罰
制
度
の
上
で
入
墨
以
下

の
刑
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
入
墨
以
上
の
罪
科
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
入
墨
の
附
か
な
い
罪
科
（
た
と
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

ば
入
墨
之
上
重
追
放
と
い
う
の
で
は
な
く
、
た
ん
な
る
重
追
放
）
を
い
う
の
で
あ
る
。

－
以
上
、
本
条
に
い
う
「
入
墨
以
上
二
可
申
付
悪
事
」
、
「
入
墨
二
可
申
付
定
量
悪
事
玉
無
之
」
の
意
味
を
探
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
注
意

す
べ
き
は
、
御
構
場
立
入
の
上
の
再
犯
が
「
入
墨
二
可
申
付
程
之
悪
事
二
無
之
」
も
の
で
あ
9
て
も
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
に
前
の
御
仕
置

よ
り
一
等
重
い
刑
を
科
す
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
江
戸
携
の
の
ち
御
溝
場
所
へ
立
入
り
、
遠
島
相
当

刑
た
る
博
突
筒
取
を
し
た
も
の
に
関
す
る
、
天
保
八
年
・
大
渡
村
無
宿
伊
兵
衛
御
門
場
所
江
津
入
営
突
い
た
し
候
一
件
評
議
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
此
儀
御
構
新
地
江
立
入
肉
垂
ハ
御
播
之
地
二
再
審
い
た
し
下
上
悪
事
い
些
し
候
も
の
入
墨
以
上
二
可
硝
付
悪
事
二
候
ハ
瓜
死
罪
入
墨
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論説
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ひ
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ひ
　
り
　
ひ
　
り
　
ゆ
　
り
　
ひ
り
む
　
り
　
ひ
　
む
　
む
　
む
　
り
　
り
　
む
　
　
　
ひ
　
む
　
む
　
む
　
ゆ

　
　
二
可
申
付
程
之
悪
事
二
無
之
ハ
前
之
御
仕
置
よ
り
一
等
重
可
申
付
と
有
之
御
定
二
条
江
戸
携
6
一
等
重
江
戸
拾
里
四
方
追
放
二
相
當

　
　
む
　
　
む
ヨ
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
も
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
レ
む
　
　
む
　
　
む

　
　
博
変
筒
取
い
た
し
三
方
ハ
博
捜
打
筒
取
井
宿
善
嶋
と
有
之
御
定
二
見
合
重
方
冠
付
伺
之
通
遠
崎

　
　
　
　
　
　
　
（
六
）
　
、

　
　
　
　
評
議
之
通
濟

と
の
べ
て
、
本
罪
は
入
墨
相
当
の
悪
事
で
は
な
い
か
ら
、
い
ち
お
う
、
前
の
仕
置
よ
り
一
等
重
い
江
戸
拾
里
四
方
追
放
に
相
当
す
る
が
、
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ふ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

だ
こ
の
再
犯
の
悪
事
は
遠
島
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
重
い
方
へ
附
け
て
遠
島
ど
評
議
し
た
の
で
あ
る
。
・
同
様
に
、
入
墨
中
追
放
の

の
ち
、
御
構
場
所
へ
立
入
り
、
養
女
を
虐
待
し
て
死
に
至
ら
し
め
、
且
死
体
を
遺
棄
し
た
事
件
に
関
す
る
、
天
保
九
年
・
下
谷
山
崎
町
武

丁
目
清
次
郎
店
甚
之
助
事
入
墨
三
郎
兵
衛
御
構
場
所
江
立
入
不
届
之
取
計
い
た
し
候
一
件
評
議
も
、

　
　
此
儀
御
仕
置
附
二
大
草
安
房
守
申
土
樽
通
御
定
書
二
御
溝
鏡
地
5
俳
暑
い
た
し
盤
上
悪
事
い
た
し
候
も
の
入
墨
以
上
二
可
申
付
悪
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
二
候
ハ
X
死
罪
入
墨
二
可
申
付
程
之
悪
事
二
無
笹
戸
前
之
御
仕
置
よ
り
一
等
重
ぐ
可
申
付
と
有
之
此
も
の
犯
科
之
次
第
入
墨
以
上
二

　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
り
　
　
り
　
　
　
　
　
り
　
　
む
　
　
リ
　
　
ハ
　
　
　
む
　
　
む

　
　
可
申
付
悪
事
無
手
候
間
右
御
定
江
ハ
芋
助
當
吟
味
書
之
埋
樋
而
ハ
…
…
猶
又
四
谷
傳
馬
町
藤
吉
娘
四
才
二
相
成
候
き
ん
を
貰
受
養
置

　
　
候
内
同
人
脾
措
相
煩
多
食
い
た
し
病
症
二
可
障
と
華
墨
候
得
嬉
野
聞
入
節
黒
此
も
の
短
慮
之
生
塗
故
前
後
之
辮
も
無
之
右
き
ん
を
拳

　
　
．
二
而
難
処
ハ
灸
所
之
無
差
別
灸
治
い
た
し
追
々
疲
勢
相
募
候
而
も
陸
々
藥
用
も
不
爲
致
相
測
候
銀
甲
困
窮
二
選
葬
候
爵
當
無
之
死
骸

　
　
箱
鎌
入
夜
寒
籟
熱
源
捨
病
気
二
而
里
方
江
預
雪
中
僻
耳
申
偲
罷
在
候
由
二
付
置
政
九
巳
年
村
上
肥
後
守
町
奉
行
勤
役
綿
弓
伺
之
上
御

　
　
仕
置
申
付
候
目
付
支
配
無
役
森
本
吉
左
衛
門
儀
華
南
も
不
致
さ
ん
を
妻
嵩
い
た
し
親
類
書
購
書
出
置
八
年
以
前
小
太
郎
を
金
子
三
爾

　
　
添
貰
受
養
育
い
た
し
琴
笛
思
子
出
生
い
た
し
厄
介
多
二
相
堅
粕
上
津
取
纏
其
上
小
太
郎
儀
盲
目
之
上
手
足
も
不
相
良
食
事
ハ
勿
論
爾

　
　
官
等
迄
人
手
二
掛
り
候
間
何
歎
二
尊
此
も
の
身
之
取
廻
し
邪
魔
二
相
成
聯
怪
我
爲
性
質
ハ
X
元
二
成
樹
相
果
連
當
三
月
中
妻
き
ん
江

　
　
申
含
小
太
郎
着
候
衣
類
朝
虹
を
炬
燵
之
中
江
入
翠
玉
右
火
移
爾
足
と
も
焼
欄
苦
痛
致
シ
翌
日
相
遊
艇
段
非
業
塞
い
た
し
二
二
而
輕
も

　
　
御
扶
持
被
下
候
身
分
二
而
別
而
不
属
二
付
死
罪
申
付
候
例
二
見
合
今
般
之
三
郎
兵
衛
ハ
金
子
添
貰
受
候
儀
ハ
勿
論
素
よ
り
可
殺
心
底
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弟
而
仕
成
三
儀
詳
密
之
尤
身
分
ハ
単
品
傳
共
右
鼻
差
別
ハ
有
之
閥
弐
心
間
遺
例
よ
り
落
話
何
之
通
遠
嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

　
　
　
、
評
議
四
通
濟

と
の
べ
、
本
件
は
「
入
墨
二
可
申
付
程
之
悪
事
二
言
之
」
，
も
の
と
し
つ
つ
も
、
．
な
お
再
犯
が
遠
島
に
相
当
す
る
悪
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
前
の
刑
の
一
等
加
重
で
あ
る
重
追
放
で
は
な
く
遠
島
に
処
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
．
再
犯
の
刑
が
前
科
の
刑
の
一
等
加
重
し
た
も
の
よ
り
重
い
と
き
は
そ
れ
に
よ
る
こ
と
と
し
て
い
た
か
ら
、
本
条
の
適
用

も
、
再
犯
の
刑
が
前
科
の
刑
と
同
等
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
下
の
ば
あ
い
に
限
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
ロ
、
つ
ぎ
に
②
の
但
書
は
入
墨
を
抜
い
た
上
で
御
溝
之
地
へ
立
帰
り
悪
事
し
た
も
の
に
つ
き
、
そ
の
悪
事
が
入
墨
以
上
二
可
申
付
も
の

な
ら
ば
死
罪
に
処
す
る
旨
規
定
す
る
。
御
溝
場
立
入
の
上
の
再
犯
が
入
墨
以
上
の
と
き
、
死
罪
に
処
す
る
と
い
う
限
り
に
お
い
て
、
本
条

但
書
は
ω
と
同
断
で
あ
り
、
　
と
く
に
意
味
は
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
　
現
実
に
入
墨
に
相
当
す
る
犯
罪
は
概
ね
窃
盗
で
あ
る
が
（
も
っ
と

も
、
初
犯
で
入
墨
に
な
る
の
は
戸
明
之
盗
以
上
の
盗
）
、
た
だ
こ
の
ば
あ
い
、
仮
に
再
犯
の
罪
が
盗
で
あ
る
な
ら
ば
一
た
と
い
ど
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

な
軽
微
な
窃
盗
で
も
1
入
墨
後
の
盗
は
死
罪
と
い
う
、
盗
の
再
犯
の
大
原
則
が
存
在
す
る
か
ら
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
や
は
け
無
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

な
規
定
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
も
っ
と
も
、
盗
以
外
で
も
入
墨
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
か
た
り
事
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
た
盗
類
似
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

の
と
し
て
、
入
墨
後
の
か
た
り
は
死
罪
と
い
う
の
が
判
例
の
一
貫
し
た
態
度
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
規
定
の
存
在
す
る
意
義
は
い
よ
い

よ
少
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
現
実
の
仕
置
例
に
お
い
て
も
、
本
条
但
書
を
援
用
し
た
事
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
実
質
的
な
意

味
も
少
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
の
程
度
に
と
ど
め
て
お
き
、
．
引
続
き
最
後
の
個
の
考
察
に
移
る
こ
と
と
し
よ
う
。

　
ハ
、
③
は
そ
の
構
成
要
件
が
、
　
「
一
端
追
放
二
成
其
後
御
詰
塩
江
立
蹄
」
と
「
あ
は
れ
候
ト
の
二
つ
か
ら
成
立
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
　
二
端
追
放
二
成
其
後
御
世
金
轡
立
麟
」
と
い
う
の
は
、
前
述
ω
の
「
御
溝
之
地
二
選
排
撃
」
と
一
見
同
じ
よ
う
に
思
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

が
、
厳
密
に
は
同
じ
で
は
な
い
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ゆ
す
な
わ
ち
、
本
条
は
「
一
端
追
放
二
成
」
と
あ
り
、
一
旦
追
放
に
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な
っ
た
も
の
が
再
び
御
講
場
へ
立
戻
っ
た
上
で
の
再
犯
を
規
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ω
は
た
ん
に
、
　
「
御
召
跡
地
二
百
排
徊
」
と
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
江
戸
拾
里
四
方
追
放
で
あ
れ
、
江
戸
梯
で
あ
れ
、
御
構
場
へ
立
入
っ
て
再
犯
を
す
れ
ば
よ
い
と
さ

れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
　
い
い
か
え
る
と
、
江
戸
拾
里
四
方
追
放
も
江
戸
携
も
、
　
と
も
に
江
戸
拾
里
四
方
、
江
戸
は
御
構
場
所
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
に
立
入
る
こ
と
は
「
御
構
砂
地
二
致
俳
徊
」
と
い
う
構
成
要
件
は
充
足
す
る
が
、
江
戸
沸
の
も
の
が
再
び
江
戸
に
立
帰
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
は
、
「
一
端
追
放
二
成
其
後
御
構
場
合
立
様
」
と
い
う
構
成
要
件
は
充
足
し
な
い
。
け
だ
し
、
江
戸
携
は
追
放
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
允

か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
関
し
、
江
戸
佛
の
の
ち
、
江
戸
へ
立
身
ゆ
た
上
墨
銀
を
働
い
た
も
の
に
関
す
る
、
文
化
十
年
・
無
宿
伊
之
助
御
構
場
所
え
立

入
奉
行
所
吟
味
中
之
女
を
奪
取
候
一
件
で
は
、
，
御
構
場
立
蹄
の
上
あ
ば
れ
候
も
の
、
と
い
う
の
で
死
罪
と
し
た
掛
奉
行
伺
、
、
評
議
の
見
解

に
対
し
、
こ
れ
を
疑
問
と
す
る
老
中
の
御
尋
に
よ
り
再
評
議
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
　
此
許
再
鷹
評
議
仕
候
庭
御
定
書
｝
二
端
追
放
二
成
御
講
寒
地
え
立
蹄
り
あ
は
れ
候
も
の
死
罪
と
有
之
候
二
見
合
奉
行
所
よ
り
預
之
も

　
　
の
と
拝
観
爲
奪
取
立
退
候
始
末
は
あ
は
れ
候
も
の
よ
り
も
却
っ
て
品
不
宜
哉
二
候
得
共
此
度
之
伊
之
助
は
前
科
江
戸
梯
二
て
追
放
二

　
　
は
無
御
座
候
間
前
書
御
定
的
當
と
も
難
見
極
依
之
先
例
相
野
候
庭
寛
政
八
極
音
曲
淵
先
甲
斐
守
御
勘
定
奉
行
勤
役
還
御
手
限
伺
之
上

　
　
御
仕
置
申
付
候
武
州
中
和
田
村
元
名
主
倉
之
助
事
仁
右
衛
門
儀
不
届
有
之
江
戸
彿
御
仕
置
二
相
成
候
後
御
溝
場
所
え
立
入
橋
懸
直
之

　
　
儀
二
等
不
堵
之
取
計
有
之
及
出
入
裏
判
請
田
節
も
中
和
田
村
名
主
仁
右
衛
門
と
返
答
書
二
認
評
定
所
井
奉
行
所
え
罷
出
候
段
　
公
儀

　
　
も
不
恐
始
末
不
屈
二
皮
一
旦
追
放
二
成
御
溝
場
所
え
立
蹄
り
あ
は
れ
候
も
の
死
罪
之
御
定
も
有
之
　
公
儀
を
不
揮
始
末
は
あ
は
れ
候

　
　
よ
り
は
却
て
品
不
面
面
共
前
科
江
戸
彿
に
て
追
放
二
は
無
之
候
間
死
罪
二
は
不
及
遠
江
程
二
も
可
有
之
候
得
共
死
罪
単
二
之
内
二
治

　
　
定
二
商
量
當
見
定
も
無
血
三
間
死
罪
歎
遠
宝
鑑
と
存
命
妻
女
も
の
は
吟
味
之
上
流
キ
追
放
二
可
申
付
旨
之
御
書
付
も
有
之
候
間
敲
之

　
　
上
善
追
放
と
御
仕
置
附
い
た
し
相
伺
候
庭
伺
普
通
掴
差
圖
相
濟
候
例
二
見
合
候
て
億
品
不
道
候
聞
別
置
之
例
を
も
見
合
遠
嶋
二
て
可

34　（5　0　6　●58）　536



徳川幕府刑法における刑の加重減輕（二・完）（石塚）

　
　
然
儀
と
奉
存
候
且
入
墨
以
上
二
可
申
付
悪
事
二
候
常
習
死
罪
之
御
定
心
得
重
重
儀
は
先
年
小
田
切
土
佐
守
町
奉
行
勤
役
之
節
御
尋
有

　
　
之
委
細
御
室
書
出
馬
上
候
通
私
共
儀
は
相
心
得
罷
在
候
間
今
般
之
伊
之
助
は
入
墨
以
上
之
悪
事
に
て
死
罪
二
相
當
り
候
も
の
二
は
無

　
　
之
儀
と
奉
三
三

　
　
　
御
差
圖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
）
、

　
　
　
　
遠
嶋
二
可
成
も
の
二
三
得
共
御
赦
二
三
中
追
放

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
・
「
一
端
追
放
二
成
其
後
御
構
場
江
立
聾
り
あ
は
れ
候
も
の
」
と
い
う
の
は
、
追
放
刑
の
受
刑
者
が
の
ち
に
御
構
場
へ
立

帰
っ
た
上
で
の
狼
籍
行
為
に
適
用
さ
る
べ
き
も
の
で
、
江
戸
彿
は
追
放
で
は
な
い
か
ら
本
条
に
は
該
当
し
な
い
と
し
た
の
で
あ
り
、
む
ろ
．

ん
こ
の
ば
あ
い
で
も
御
溝
場
立
入
の
上
の
再
犯
が
入
墨
以
上
の
も
の
で
あ
れ
ば
死
罪
で
あ
る
が
、
本
件
の
ば
あ
い
、
先
例
に
照
ち
し
て
も

遠
島
相
当
の
行
為
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
結
論
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
実
質
的
に
は
追
放
に
ほ
か
な
ら
な
い

江
戸
携
を
、
　
「
江
戸
沸
」
と
い
う
刑
名
を
理
由
に
、
形
式
論
理
的
に
追
放
に
非
ず
と
し
て
本
条
の
適
用
を
排
除
し
た
幕
府
裁
判
所
の
見
解

は
、
是
非
は
と
も
か
く
、
当
時
の
裁
判
官
の
法
解
釈
の
一
面
を
示
す
も
の
と
し
て
は
な
は
だ
興
味
ぶ
か
い
。

　
し
か
ら
ば
、
　
本
条
の
も
う
一
つ
の
構
成
要
件
「
あ
は
れ
候
も
の
」
と
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
　
判
例
に
よ
れ
r

ば
、
軽
追
放
の
の
ち
御
構
場
所
へ
立
所
り
、
母
に
合
力
を
乞
い
、
さ
ら
に
家
の
修
理
が
で
き
た
ら
帰
住
し
た
い
な
ど
と
申
懸
け
、
拒
絶
さ

れ
た
の
で
悪
。
し
斧
を
持
ぞ
屋
根
に
登
り
立
騒
い
だ
も
の
に
つ
き
・
本
条
を
適
用
し
て
死
罪
と
伺
っ
奮
奉
行
の
見
蟹
対
し
・
享
和
、
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

元
年
・
無
宿
勝
平
御
措
場
所
え
立
入
及
不
法
候
一
件
評
議
は
「
此
儀
一
旦
追
放
二
成
其
後
御
坐
場
所
え
立
館
あ
は
れ
候
も
の
死
罪
之
御
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

轟
座
候
得
共
砒
論
瀦
謹
謹
喧
罐
幌
偲
課
誘
唯
識
講
嫁
哩
上
識
単
二
て
家
作
等
損
さ
し
候
儀
無
之
懸
下
野
守
ひ

え
も
承
合
候
庭
家
作
等
打
壊
し
候
儀
に
は
無
之
然
ル
上
は
あ
は
れ
候
と
は
上
申
哉
：
・
・
．
・
・
：
」
と
の
べ
て
遠
島
と
評
議
し
て
お
り
、
垢
ま
た
、
　
妖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

入
墨
中
追
放
の
の
ち
御
構
場
所
へ
立
入
り
、
仲
間
と
痢
合
せ
て
庖
丁
を
懐
中
に
し
棒
を
持
9
て
な
ぐ
り
込
み
を
か
け
九
事
件
に
関
す
る
、
　
3



説論

文
政
十
二
年
・
神
田
大
和
町
代
地
彌
兵
衛
店
源
次
郎
寄
子
入
墨
徳
次
郎
御
構
場
所
江
立
入
断
口
論
定
一
件
評
議
も
、
「
此
儀
源
次
郎
を
可
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む

戻
と
仙
蔵
徳
兵
衛
申
合
右
爾
人
ハ
鳶
口
を
持
此
も
の
ハ
庖
丁
を
懐
中
い
た
し
棒
を
持
長
兵
衛
彌
八
方
江
罷
越
候
節
仙
蔵
外
藩
人
ハ
入
口
戸

む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む

打
壊
候
儀
も
有
之
候
得
共
働
も
の
ハ
右
躰
之
儀
も
無
之
候
間
一
端
追
放
二
成
其
後
御
構
場
所
江
立
身
あ
は
れ
候
も
の
死
罪
と
有
之
御
定
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
二
）

當
と
も
電
灯
候
二
三
…
…
…
」
と
の
べ
て
、
こ
れ
ま
た
遠
島
に
処
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
い
う
－
「
あ
は
れ
候
も
の
」
と
は
、

刃
物
そ
の
他
の
得
物
を
も
っ
て
狼
籍
行
為
に
及
ん
だ
に
せ
よ
、
器
物
損
壊
の
事
実
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
に
該
当
し
な
い
と
し
た
も
の
の
ご

と
く
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
判
例
の
態
度
は
、
そ
の
後
さ
ら
に
徹
底
せ
し
あ
ら
れ
、
追
放
後
御
溝
場
所
に
立
入
り
、
遺
恨
に
よ
り
人
を
傷
害
す
る
行
為

に
及
ん
で
も
、
こ
れ
に
該
当
し
な
い
と
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
解
釈
に
は
流
石
に
異
論
も
あ
っ
た
と
み
え
、
天
保
三

年
・
無
宿
常
右
衛
門
御
構
場
所
江
立
入
悪
事
い
た
し
候
一
件
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
再
評
議
を
行
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
此
面
御
構
場
所
江
立
入
ロ
論
等
お
よ
ひ
疵
付
候
類
二
陣
前
之
御
仕
置
よ
り
一
等
重
く
相
成
聖
血
も
御
座
候
得
共
先
例
も
一
定
仕
三
儀

　
　
二
も
無
御
座
或
ハ
遠
嶋
二
相
難
曲
例
も
御
座
候
電
縫
勘
弁
評
議
仕
候
駆
使
度
之
如
く
御
構
場
所
江
立
入
遺
恨
等
無
意
味
を
以
人
二
疵

　
．
二
面
も
の
ハ
御
沙
汰
之
通
戸
障
子
諸
道
具
等
損
さ
し
候
6
も
品
不
宜
様
げ
ニ
ハ
菅
掻
共
全
あ
は
れ
候
ニ
ハ
無
御
座
候
間
．
一
端
追
放
嵩
成

　
　
其
後
御
構
場
所
江
立
露
あ
は
れ
候
も
の
之
御
定
江
も
潮
騒
當
候
間
享
和
二
軸
年
石
川
左
近
將
監
御
勘
定
奉
行
之
節
伺
書
上
御
仕
置
申

　
　
付
候
無
宿
藤
助
儀
先
達
而
博
退
い
た
し
候
依
科
中
追
放
二
相
成
相
指
南
ハ
御
措
之
地
と
乍
存
立
入
酒
狂
之
上
農
國
厚
木
鎭
守
祭
禮
之

　
　
節
理
不
蓋
二
神
受
認
手
を
懸
同
村
忠
藏
其
外
之
も
の
共
二
被
髪
打
榔
安
五
郎
宅
前
迄
迩
去
候
虞
同
所
二
忠
藏
罷
在
嘉
節
待
伏
い
た
し

　
　
候
儀
と
心
得
受
難
可
遁
た
め
途
中
二
而
立
候
庖
丁
を
以
同
人
国
富
付
候
始
末
不
屈
二
付
辱
知
申
付
候
例
二
見
合
皇
儲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
三
）

　
　
　
　
評
議
四
通
濟

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
留
口
の
所
行
に
て
入
を
疵
付
け
る
の
は
、
か
え
っ
て
戸
障
子
、
諸
道
具
等
を
損
壊
す
る
行
為
よ
り
悪
質
で
あ
り
、
　
二
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端
追
放
二
成
其
後
御
溝
場
江
立
堪
り
あ
は
れ
候
も
の
」
に
該
当
し
な
い
と
す
る
の
は
お
か
し
い
で
は
な
い
か
、
と
い
う
見
解
も
い
ち
お
う

も
っ
と
も
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
本
件
の
よ
う
に
遺
恨
等
で
人
を
疵
付
け
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
あ
は
れ
候
も
の
」
と
も
違
う
と
し
て
、

類
似
の
先
例
を
あ
げ
て
本
条
の
適
用
を
排
除
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
本
条
の
「
あ
は
れ
候
も
の
」
と
は
、
器
物
損
壊
を

伴
う
が
ご
と
き
乱
暴
狼
籍
の
行
為
を
指
し
た
も
の
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
判
例
は
本
条
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
ぎ
わ
め
て
慎
重

で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
以
上
、
刑
の
執
行
継
続
中
の
再
犯
の
中
、
御
溝
場
所
に
立
戻
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
に
つ
き
、
御
定
書
規
定
を
中
心
と
し
て
考
察
し
て
き

た
の
で
あ
る
が
、
‘
し
か
ら
ば
御
溝
場
所
外
、
す
な
わ
ち
追
放
地
に
お
い
て
行
わ
れ
た
再
犯
の
ば
あ
い
は
ど
う
か
。
玖
下
こ
の
点
の
考
察
を

し
て
み
よ
う
。

　
皿
　
御
溝
場
外
で
の
再
犯

　
御
構
場
外
で
の
再
犯
に
関
し
て
、
御
定
書
は
な
ん
ら
の
規
定
も
お
い
て
い
な
い
。
し
か
し
、
・
科
條
類
典
に
よ
れ
ば
、
前
掲
第
八
十
五
條

の
「
一
端
追
放
二
成
其
後
御
構
場
建
立
蹄
り
あ
は
れ
候
も
の
死
罪
」
な
る
条
文
の
成
立
過
程
に
お
い
て
、
一
度
は
「
一
旦
追
放
二
成
候
以

後
遺
物
を
義
人
を
画
地
所
存
二
而
あ
は
れ
愚
者
御
構
場
内
二
字
ハ
x
死
罪
、
御
構
場
外
餌
採
ハ
エ
遠
島
」
な
る
草
案
が
出
さ
れ
て
い
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
四
》

で
あ
る
が
、
・
立
法
上
の
便
宜
と
、
紛
わ
し
く
な
る
と
い
う
理
由
で
削
除
さ
れ
、
結
局
前
掲
の
ご
と
き
形
で
成
立
し
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
）

　
し
か
る
に
、
そ
の
後
「
御
定
書
二
添
事
例
書
」
は
前
記
御
定
書
草
案
の
根
拠
と
さ
れ
た
判
例
を
、
そ
の
第
十
七
條
に
採
用
し
、
こ
れ
を

御
定
書
に
準
ず
る
法
的
抱
東
中
を
も
つ
先
例
と
し
た
の
で
あ
る
。
・
す
な
わ
ち
、
例
書
第
十
七
條
「
中
追
放
二
成
候
上
脇
差
を
抜
あ
ば
れ
候

も
の
御
仕
置
之
事
」
に
、

　
寛
俣
二
戌
年
七
月
御
仕
置
之
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
総
國
牛
袋
村
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論説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
部
右
衛
門
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
右
衛
門

　
「
㌔
此
宇
部
衛
門
儀
先
達
而
江
戸
表
二
而
不
博
有
之
中
追
放
藩
候
庭
其
以
後
酒
自
著
親
類
同
立
野
尻
村
十
郎
兵
衛
宅
江
参
十
郎
兵
衛
二
二

　
　
居
候
宇
右
衛
門
伯
母
二
不
静
粛
儀
を
憤
り
及
ロ
論
脇
差
を
抜
あ
ば
れ
候
段
不
届
張
付
重
追
放
可
申
付
哉
と
相
伺

　
御
差
圖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
六
）

　
　
：
此
者
此
度
ハ
遠
島
重
而
ハ
此
類
死
罪
可
申
付
旨
被
仰
渡
書
様

と
あ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
り
、
追
放
地
に
お
け
る
狼
籍
行
為
を
遠
島
に
、
さ
ら
に
そ
の
再
犯
は
死
罪
に
す
べ
き
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
前
掲
御
定
の
御
構
場
へ
立
帰
っ
て
の
狼
籍
に
較
べ
れ
ば
、
明
ら
か
に
御
楯
場
内
の
再
犯
が
一
等
重
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
鵡

　
も
み
と
も
、
本
仕
置
例
を
援
用
し
た
と
思
わ
れ
る
判
例
は
見
当
ら
な
い
。
そ
れ
ら
を
考
え
る
と
、
ど
う
し
て
一
旦
御
定
書
で
は
省
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
）

も
の
を
隔
そ
の
後
と
り
入
れ
る
に
い
た
っ
た
の
か
、
そ
の
間
の
事
情
を
暗
示
す
る
史
料
も
見
出
せ
ぬ
の
で
不
明
で
あ
る
。
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

（
一
）
　
こ
こ
で
「
御
播
泉
地
二
部
徊
」
と
い
う
の
は
、
た
ん
に
御
構
之
地
に
立
入
る
だ
け
で
も
こ
れ
に
該
当
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
た
と
え
ば
奉
公

　
　
人
が
主
人
の
金
品
を
取
題
し
た
ば
あ
い
、
そ
の
取
下
の
品
を
償
う
こ
と
に
よ
り
、
主
人
が
助
命
願
を
出
せ
ば
、
こ
れ
を
み
と
め
て
「
江
戸
に
不

　
　
罷
在
二
様
二
可
申
渡
事
」
（
御
定
書
第
四
十
三
条
）
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
に
、
　
「
江
戸
二
不
罷
在
様
申
渡
」
さ
れ
た
も
の
は
、
江
戸
梯

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
．
と
違
い
、
江
戸
は
御
構
場
所
と
い
う
の
で
は
な
い
か
ら
、
　
こ
こ
へ
一
時
立
入
っ
た
だ
け
で
は
本
条
の
構
成
要
件
を
充
足
し
な
い
。
　
し
た
が
っ

　
　
て
、
一
時
立
入
っ
て
も
悪
事
が
な
け
れ
ば
処
罰
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
七
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
そ
濾
、
天
保
類
集
五
九

　
　
　
（
八
）
天
保
二
・
越
後
無
宿
米
藏
旧
い
た
し
候
一
件
参
照
。

（
二
）
　
こ
れ
に
対
し
て
、
両
者
の
間
に
差
の
な
い
の
は
お
か
し
い
と
主
張
し
た
事
例
が
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
新
類
集
二
七
（
一
〇
九
七
）
文
化
二

　
　
・
無
宿
恵
案
外
武
人
影
灸
と
唱
異
財
界
儀
相
弘
候
一
件
で
中
追
放
の
の
ち
御
講
場
所
へ
立
入
り
、
江
戸
梯
相
当
の
奇
怪
異
説
申
欄
人
集
め
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
も
の
に
つ
き
、
一
等
重
く
重
追
放
で
は
な
く
、
二
等
重
く
「
敲
之
上
重
追
放
」
と
伺
っ
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
り
、
掛
奉
行
堀
田
豊
前
守
は
そ
の
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（
三
）

（（五四
））

理
由
と
し
て
、
　
「
…
…
御
構
場
所
え
立
入
身
分
振
事
程
之
悪
事
い
た
し
候
も
の
前
之
御
仕
置
よ
り
一
等
重
ク
相
成
虫
例
は
有
之
候
得
共
恵
伯
御

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む

仕
置
附
二
士
上
候
通
御
構
塵
地
え
立
入
候
上
は
縦
令
悪
事
不
致
候
と
も
一
等
重
ク
相
成
配
慮
過
料
手
鎖
等
二
可
相
成
輕
キ
悪
事
と
も
鐸
違
ひ
江

む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

戸
々
二
も
怠
り
候
悪
事
い
た
し
悪
事
無
之
も
の
同
刑
二
相
成
朝
儀
は
相
當
と
も
難
申
…
…
」
と
の
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
評
議
は
「
…
…

豊
前
守
申
上
着
通
御
携
之
地
え
立
入
候
上
は
悪
事
不
幽
妙
と
も
前
之
御
仕
置
よ
り
一
等
重
く
相
成
画
面
身
分
振
れ
候
程
之
悪
事
い
だ
し
同
檬
二

相
成
候
儀
は
不
穏
且
前
書
御
宝
書
之
内
二
有
之
候
富
次
郎
は
中
追
放
二
相
成
候
後
御
擶
島
地
え
立
入
三
度
以
上
廻
り
筒
箋
博
変
い
た
し
敲
之
上

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
へ
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

重
追
放
相
成
候
得
共
蓋
携
客
地
え
立
入
庭
上
身
分
振
レ
候
程
之
悪
事
い
た
し
候
段
を
以
細
雪
一
等
重
り
候
様
二
相
成
重
て
は
御
構
之
地
二
緋
徊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む

む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
ヒ
む
　
　
む

い
た
し
候
上
悪
事
い
た
し
候
も
の
之
御
定
二
振
れ
可
申
哉
其
上
去
ル
巳
年
評
議
二
御
下
ケ
被
成
候
池
田
筑
前
庭
火
附
盗
賊
改
之
節
相
伺
候
瀧
馬

室
村
無
宿
定
五
志
士
中
追
放
二
相
成
候
後
御
溝
場
所
え
立
入
其
上
鴻
巣
宿
法
要
寺
持
地
之
内
野
道
二
て
百
遺
武
百
銭
賭
之
箋
博
変
廻
り
三
二
て

爾
度
い
た
し
其
度
々
て
ら
鏡
貰
受
又
は
本
庄
定
在
郡
村
名
不
忠
野
田
二
て
名
立
住
所
不
存
も
の
五
六
人
手
合
二
加
り
廻
り
三
二
而
拾
鏡
武
拾
鏡

賭
之
箋
博
変
量
追
い
た
し
候
段
不
属
二
曲
遠
駆
と
車
掌
評
議
之
上
重
追
放
と
申
上
其
通
相
懸
候
例
も
有
之
詫
間
霧
雪
前
書
御
定
二
見
合
重
追

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

放
」
と
し
て
、
御
構
場
へ
立
入
り
、
身
分
振
レ
候
程
悪
事
を
し
た
こ
と
を
も
っ
て
猶
又
一
等
重
い
刑
を
科
す
る
こ
と
は
、
　
「
御
構
之
地
二
致
俳

徊
上
悪
事
い
た
し
候
も
の
…
…
…
」
な
る
御
定
に
違
反
す
る
と
の
べ
、
こ
れ
を
斥
け
て
い
る
。

　
御
定
書
第
百
三
條
「
御
仕
置
仕
形
之
事
」
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
刑
罰
体
系
は
死
刑
、
遠
島
、
重
追
放
、
中
追
放
、
輕
追
放
、
江
戸
拾
里
四
方

追
放
、
江
戸
梯
、
所
梯
、
重
敲
、
敲
、
手
鎖
、
過
料
、
入
墨
等
々
が
あ
り
、
こ
の
中
入
墨
は
主
と
し
て
盗
犯
に
科
せ
ら
れ
る
刑
罰
で
あ
っ
た
が

入
墨
之
上
期
追
放
等
の
刑
名
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
般
に
は
遠
島
、
追
放
刑
の
方
が
入
墨
よ
り
重
刑
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　
徳
禁
後
、
四
、
一
四
八
一
一
五
〇
頁
。

　
い
ま
本
条
に
い
う
「
入
墨
以
上
二
可
申
付
悪
事
」
、
　
「
入
墨
二
可
申
付
程
之
悪
事
二
宮
之
」
も
の
の
具
体
的
な
事
例
を
拾
う
と
、
前
者
は
概
’
4
1

ね
窃
盗
罪
、
か
た
り
、
取
勲
等
が
こ
れ
に
該
当
し
、
後
者
は
こ
れ
ら
を
除
く
そ
の
他
の
大
部
分
の
犯
罪
が
こ
れ
に
相
当
す
る
が
、
判
例
の
上
で
　
殉

と
く
に
目
立
つ
の
は
賭
博
罪
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
3

な
お
・
と
こ
で
天
虜
以
上
二
可
申
付
肇
」
と
レ
て
窃
盗
罪
塞
げ
た
が
・
む
ろ
ん
す
べ
て
の
窃
盗
罪
が
入
墨
以
上
で
あ
っ
た
の
で
は
な
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
。
す
な
わ
ち
、
初
犯
入
墨
以
上
の
盗
罪
と
し
て
は
戸
明
之
盗
、
建
寄
之
盗
、
手
元
之
盗
な
ど
で
あ
り
、
途
中
之
盗
の
初
犯
は
敲
で
あ
っ
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

・
り
こ
れ
に
入
・
り
な
い
。
も
．
と
も
壷
選
び
甥
牙
保
の
科
に
よ
り
敲
之
上
江
戸
控
な
．
た
も
の
が
、
鯉
場
所
へ
立
入
り
途
中
之
盗
を
謎

し
た
事
件
に
つ
き
、
こ
の
悪
事
は
盗
の
再
犯
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
入
墨
相
当
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
御
構
場
所
俳
徊
の
上
、
こ
の
種
の



説論

　
　
盗
（
盗
の
再
犯
）
を
し
た
も
の
は
「
入
墨
以
上
二
可
申
付
悪
事
」
・
を
な
し
た
も
の
ゆ
え
死
罪
で
あ
る
、
と
い
う
特
異
な
論
理
を
展
開
し
た
判
例

　
　
が
あ
る
℃
す
な
わ
ち
、
新
類
集
二
七
（
占
〇
九
六
）
文
化
二
9
芝
無
宿
鐵
五
郎
初
筆
盗
い
た
し
候
一
件
評
議
に
日
く
、

　
　
　
此
儀
吟
味
書
博
覧
二
品
目
先
達
て
往
信
之
盗
井
盗
物
と
筆
管
質
入
い
た
し
遣
右
代
書
之
内
配
分
取
候
依
科
敲
之
上
江
戸
彿
二
相
成
候
と
有
之

　
　
　
無
間
一
旦
敲
二
成
候
上
盤
臨
い
た
し
候
も
の
入
墨
之
御
定
隔
て
入
墨
二
相
當
り
必
需
御
溝
場
所
え
立
入
候
と
高
儀
阿
付
御
携
之
地
二
俳
徊
い

　
　
　
た
し
候
上
悪
事
い
た
し
候
も
の
入
墨
以
上
二
可
申
付
悪
事
二
候
ハ
＼
死
罪
と
有
之
御
定
二
て
死
罪

　
　
　
　
　
評
議
之
通
濟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
盗
の
前
科
あ
る
も
の
が
、
御
構
場
立
入
の
上
で
再
び
盗
一
そ
れ
が
い
か
な
る
軽
微
な
盗
で
あ
れ
一
を
行
え
ば
、
前
科
と
の
関

　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
係
で
盗
の
再
犯
と
し
て
入
墨
に
相
当
す
る
か
ら
、
　
こ
の
ば
あ
い
の
盗
は
す
べ
て
　
「
入
墨
以
上
二
可
申
付
悪
事
」
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
け
だ
し
、
御
離
開
立
入
の
上
の
悪
事
を
、
前
科
と
は
独
立
さ
せ
て
入
墨
以
上
、
以
下
を
考
え
る
の
か
、
前
科
と
の
関
係
で
考
え
る
の
か
の
違
い

　
　
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
相
違
が
生
じ
た
の
で
あ
る
が
、
後
者
の
見
解
を
と
っ
た
判
例
は
本
件
の
ほ
か
に
は
見
当
ら
な
い
。

（
六
）
　
天
保
類
集
五
九
（
二
七
）
天
保
八
五
大
渡
村
無
宿
伊
兵
衛
御
構
場
所
江
立
入
博
変
い
た
し
候
一
件
。
同
旨
、
天
保
類
集
五
九
、
（
三
四
）
天
保

　
　
十
・
無
宿
平
次
郎
外
拾
五
人
博
恥
い
た
し
候
一
件
、
天
保
類
集
五
九
（
十
二
）
天
保
三
・
無
宿
主
水
博
変
い
た
し
候
一
件
。

（
七
）
　
天
保
類
集
五
九
　
（
二
九
）
　
天
保
九
・
下
谷
山
崎
町
試
丁
目
清
次
郎
五
常
之
馬
事
入
墨
三
郎
兵
衛
御
構
場
所
江
立
入
不
届
之
取
計
い
た
し
候

　
　
　
一
件
。

（
八
）
　
第
二
節
∬
の
二
参
照
。

（
九
）
　
第
二
節
五
の
旧
注
（
一
七
）
参
照
。

（一

Z
）
　
新
類
集
二
七
（
一
〇
九
四
）
文
化
十
・
無
宿
伊
之
助
御
構
場
所
え
立
入
奉
行
所
吟
味
中
之
女
を
奪
取
候
一
件
。

（一

黶
j
　
古
類
集
二
六
（
二
〇
〇
八
）
享
和
元
・
無
宿
勝
平
御
構
場
所
え
立
入
及
不
法
候
一
件
。

（一

�
j
　
天
保
類
集
五
九
（
三
）
文
政
十
二
・
神
田
大
和
町
代
地
彌
兵
衛
店
源
次
郎
寄
子
入
墨
徳
次
郎
御
構
場
所
都
立
入
及
口
論
候
一
件
。

（一

O
）
　
天
保
類
集
五
九
（
十
一
）
天
保
三
和
無
宿
常
右
衛
門
御
構
場
所
江
立
入
悪
事
い
た
し
候
一
件
。
同
旨
、
新
類
集
二
七
（
一
〇
九
三
）
文
化

　
　
　
元
・
無
宿
清
三
郎
儀
御
構
場
所
二
て
人
二
疵
附
候
一
件
。

（一

l
）
　
徳
禁
後
、
四
、
一
三
四
頁
。
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（一

ﾜ
）
　
科
無
類
典
朱
書
に
よ
れ
ば
、
御
構
場
所
外
之
例
と
し
て
、
寛
保
二
階
年
八
月
の
上
総
星
占
袋
村
宇
右
衛
門
の
一
件
を
挙
げ
て
い
る
（
徳
禁

　
　
　
後
四
、
一
二
九
頁
）
。

（
一
六
）
徳
禁
後
、
四
、
三
五
七
頁
。

（一

ｵ
）
　
こ
こ
で
述
べ
た
御
構
場
外
で
の
再
犯
と
類
似
し
た
も
の
に
遠
島
者
の
再
犯
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
御
定
書
第
八
十
四
條
「
遠
島
者
再
犯
御

　
　
　
仕
置
之
事
」
は

　
　
　
　
　
從
前
々
之
例

　
　
　
　
　
一
　
遠
島
も
の
島
に
て
死
罪
以
上
之
悪
事
い
た
し
候
に
お
み
て
は
　
　
死
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
．
但
同
類
又
ハ
於
其
島
ね
た
り
覆
い
左
レ
或
ハ
あ
ば
れ
塩
類
之
も
の
島
替

　
　
　
と
規
定
す
る
。
こ
の
中
Y
本
文
は
島
に
お
け
る
再
犯
が
死
罪
以
上
の
悪
事
で
あ
る
か
ら
、
死
罪
に
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
但
書
は
本
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
の
規
定
す
る
死
罪
以
上
の
悪
事
の
同
類
、
す
な
わ
ち
従
犯
と
一
ね
だ
り
等
の
行
為
を
し
た
も
の
を
「
島
替
」
に
処
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
再
犯
の
加
重
と
は
趣
を
異
に
し
て
お
り
、
実
質
的
に
は
同
等
の
処
分
を
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味

　
　
　
す
る
が
、
　
と
も
か
く
こ
の
よ
う
な
再
犯
者
の
危
険
性
か
ら
腰
替
に
よ
っ
て
、
　
こ
れ
を
現
在
の
島
か
ら
隔
離
す
る
と
い
う
趣
旨
で
も
あ
ろ
う

　
　
　
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
御
構
場
面
徊
の
上
の
入
墨
以
上
の
再
犯
者
を
死
罪
に
処
し
た
の
に
較
べ
れ
ば
、
非
常
に
寛
大
な
態
度
と
い
わ
な
け
れ

　
　
　
ば
な
ら
な
い
が
、
本
条
本
文
が
島
に
て
の
死
罪
以
上
の
悪
事
を
死
罪
と
規
定
し
た
こ
と
と
の
権
衡
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
規
定
を
お
い
た
と
も

　
　
　
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
本
条
は
刑
の
加
重
を
課
題
と
す
る
、
本
項
の
問
題
と
は
な
り
え
な
い
の
で
こ
れ
以
上
触
れ
な

　
　
　
い
。

皿
逃
走
に
よ
る
加
重

　
前
述
の
ご
と
く
、
徳
．
川
劇
法
は
、
既
決
、
未
決
の
囚
人
が
逃
走
し
た
ば
あ
い
、
現
行
刑
法
の
ご
と
く
、
こ
れ
を
独
自
の
構
成
要
件
を
も

・
つ
た
犯
罪
と
は
考
え
賢
W
す
で
に
行
わ
れ
た
犯
罪
め
刑
（
徳
川
構
法
は
こ
れ
を
本
葺
と
称
し
た
）
の
加
重
原
由
と
し
て
い
た
。
以
下
に
は
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刑
の
加
重
原
由
と
し
て
の
逃
走
の
問
題
を
少
し
く
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
刑
の
加
重
原
由
と
し
で
の
逃
走
に
つ
き
、
百
箇
條
第
八
十
五
條
「
牢
抜
手
鎖
外
シ
御
構
心
地
江
立
縞
候
も
の
御
仕
置
之
事
」
は
つ
ぎ
の

ご
と
く
規
定
す
る
。

　
　
　
ω
寛
保
二
年
極

　
　
　
　
　
一
　
牢
抜
出
候
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
罪
相
當
よ
り
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等
重
ク
可
申
付

　
　
　
②
　
寛
保
二
年
、
延
享
元
年
極

　
　
　
　
　
一
　
手
鎖
外
シ
候
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
過
怠
手
鎖
二
候
ハ
、
定
之
日
藪
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
一
倍
之
日
数
手
鎖

　
　
　
　
　
　
　
　
吟
味
之
内
掛
置
候
も
の
に
候
ハ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
日
手
鎖

　
　
　
　
　
　
寛
保
二
年
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
手
鎖
外
シ
致
欠
落
候
ハ
＼
丁
重
之
相
當
よ
り
一
等
重
ク
可
申
付

　
　
　
⑧
寛
保
二
年
極

　
　
　
　
　
一
　
宿
預
ケ
之
も
の
欠
落
い
た
し
候
ハ
、

　
　
　
　
　
　
　
本
罪
相
當
之
御
仕
置
よ
り
一
等
重
ク
可
申
付
、
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右
の
諸
規
定
の
中
、
②
、
個
に
つ
い
て
は
、
そ
の
適
用
の
上
で
ほ
と
ん
ど
問
題
が
な
く
、
ま
た
実
際
の
仕
置
例
も
少
な
い
の
で
省
略
に

し
た
が
い
、
以
下
に
は
ω
の
牢
抜
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
科
條
類
典
に
よ
れ
ば
、
本
条
は
は
じ
め
寛
保
元
年
に
、

　
　
　
是
ハ
享
保
三
戌
年
牢
屋
敷
焼
失
之
節
小
盗
い
た
し
申
付
入
牢
申
付
置
候
虞
欠
落
い
た
し
候
も
の
古
格
を
以
遠
島
島
伺
候
庭
此
類
死

　
　
　
罪
可
仕
段
被
仰
出
候
二
付
離
層
出
陣
も
め
も
右
二
魅
し
可
申
付
候
科
無
之
吟
味
之
内
牢
舎
之
も
の
ハ
轟
轟
遠
島
候
殺
元
文
三
午
年



徳川幕府刑法におけるの刑加圏減輕（二・完）（石塚）

　
　
　
億
之
趣
椙
認
候
庭
左
之
通
御
附
紙
を
以
被
仰
渡
候

　
　
牢
屋
焼
失
之
節
欠
落
も
の
旧
事

　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
ひ
　
ひ
　
ひ
　
ゆ
　
ひ
　
ひ
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
ロ
　
む
　
ゆ
　
む
　
ひ

　
　
　
是
ハ
牢
屋
欠
落
い
た
し
又
小
盗
に
て
も
達
才
事
怪
事
左
も
無
之
候
ハ
＼
死
罪
入
監
罷
申
敷
戸
惣
而
此
一
件
文
言
寄
敷
紛
敷
候
間
可

　
　
　
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
桜
之
通
御
下
知
有
之
候
間
元
文
四
未
年
伺
帳
ニ
ハ
其
科
之
品
二
よ
り
一
等
重
キ
御
仕
置
可
申
付
上
相
認
申
候
得
共
當
酉
十
一
月

　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

　
　
　
　
手
鎖
外
し
致
欠
落
候
も
の
死
罪
二
而
可
有
之
隠
題
又
被
仰
渡
候
左
坦
坦
出
牢
抜
出
候
も
の
も
死
罪
二
可
申
付
三
二
奉
存
候
午
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
　
　
　
御
附
紙
之
趣
も
御
座
候
二
付
猶
又
奉
候
伺
候

な
る
伺
と
と
も
に
、
　
「
一
、
牢
抜
出
候
も
の
　
死
罪
」
の
ご
と
き
草
案
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後

　
　
「
一
　
牢
抜
出
候
も
の

　
　
　
　
　
　
右
相
當
よ
り
一
等
重
ク
可
申
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

　
　
・
右
油
抜
手
鎖
外
御
仕
置
件
駆
通
た
る
へ
き
哉
此
儀
に
付
度
々
翼
壁
書
付
二
而
紛
黒
藻
間
彌
致
評
議
今
一
往
駆
虫
早
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

な
る
指
示
に
よ
り
、
評
議
の
結
果
、
一
旦
、
　
「
一
、
牢
抜
出
候
も
の
　
本
罪
よ
り
二
等
重
ク
可
申
付
」
の
形
で
決
定
を
み
た
が
、
さ
ら
に

こ
れ
も
改
め
ら
れ
、
結
局
前
掲
ω
の
ご
と
く
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
本
条
は
「
牢
抜
出
候
も
の
　
本
望
相
帯
よ
り
一
等
重
ク
可
申
付
」
と
規
定
す
る
。
・
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
牢
か
ら
逃
走
し
た

も
の
に
つ
き
、
そ
の
逃
走
者
の
本
来
受
け
る
べ
き
刑
罰
を
さ
ら
に
一
等
加
重
す
る
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
「
本
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
當
よ
り
一
等
重
ク
可
申
付
」
と
い
う
の
は
、
刑
の
加
重
一
般
に
つ
い
て
の
原
則
を
示
し
た
、
御
定
書
第
百
三
條
「
御
仕
置
仕
形
之
事
」

の
中
の
、
「
追
加
、
延
享
二
年
極
、
一
、
上
本
罪
一
等
重
キ
御
仕
置
ハ
里
諺
遠
島
以
下
事
」
な
る
規
定
に
よ
り
、
刑
の
加
重
を
行
な
う
の

は
遠
島
以
下
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
本
丁
死
罪
相
当
の
も
の
を
廻
書
に
よ
り
、
さ
ら
に
一
等
加
重
（
た
と
え
ば
引
廻
之
上
死
罪
の
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（
四
）

ご
と
く
）
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
の
は
む
ろ
ん
で
あ
る
q

　
し
か
る
に
、
本
罪
が
盗
に
よ
り
入
墨
重
敲
の
ば
あ
い
邑
楽
し
た
も
の
を
一
、
等
加
重
し
て
死
罪
に
処
す
る
か
否
か
で
は
判
例
に
二
通
り
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
は
じ
め
判
例
は
文
化
八
年
・
駿
府
馬
場
町
政
五
郎
盗
井
踏
抜
い
た
し
候
一
件
で
は
こ
れ
を
肯
定
し
て
死
罪
と
判
決
し
た

難
つ
づ
く
文
化
九
年
・
無
宿
千
代
吉
盗
又
は
牢
抜
い
た
し
候
↓
件
で
は
こ
れ
を
肯
定
し
て
死
罪
と
し
た
評
定
所
一
座
評
議
を
、
老
中
は

疑
問
あ
り
と
し
て
、
．
再
評
議
、
再
々
評
議
を
命
じ
、
い
ず
れ
も
却
下
し
て
さ
ら
に
再
審
議
を
な
さ
し
め
て
い
る
，
す
な
わ
ち
、
．
文
化
九
年

・
無
宿
千
代
吉
盗
又
ぼ
牢
抜
い
た
じ
候
一
件
評
議
は
、
最
初
、

　
　
此
儀
此
も
め
本
罪
ハ
御
定
書
二
雲
夜
工
不
遜
戸
明
キ
有
之
庭
文
は
家
内
二
人
無
之
故
手
元
二
有
之
輕
キ
品
を
盗
取
候
類
入
墨
之
上
重

　
　
敲
と
有
之
に
見
合
入
墨
之
上
重
敲
二
可
毒
婦
然
ル
慮
、
牢
抜
い
た
し
候
も
の
に
付
牢
抜
出
候
も
の
本
罪
相
當
よ
り
一
等
重
く
可
申
付
と

　
　
有
之
御
定
井
蛙
未
年
算
盗
塁
御
下
ケ
被
成
候
駿
府
町
奉
行
相
伺
候
…
…
儀
…
…
書
入
口
戸
建
寄
又
は
明
キ
有
之
候
寺
院
百
姓
家
三
軒

　
　
二
て
入
曽
居
合
留
守
躰
割
付
有
合
候
衣
類
拾
武
事
盗
取
偲
を
以
質
入
い
た
し
候
穎
銭
武
貫
九
百
戴
拾
四
文
酒
食
二
遣
捨
其
上
御
仕
置

　．

�
ﾙ
度
存
相
牢
半
藏
任
用
馴
含
三
吉
ハ
同
意
不
致
連
聲
立
動
キ
不
成
様
都
入
見
て
縛
り
牢
を
抜
出
任
去
候
始
末
重
々
不
届
至
極
忙
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
死
罪
と
相
伺
評
議
之
上
図
之
通
と
申
上
其
通
車
鍔
候
例
二
見
合
此
も
の
は
牢
屋
尊
王
出
火
二
軍
囚
人
共
一
同
牢
鞘
を
え
差
出
混
雑
之

　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む

　
　
紛
レ
鞘
を
迩
去
候
も
の
二
付
牢
抜
之
趣
意
は
格
別
例
よ
り
輕
ク
相
聞
候
得
共
牢
屋
類
焼
之
節
放
シ
遣
不
立
蹄
迩
去
候
と
ハ
門
違
ひ
い

　
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
Q
　
O
　
Q
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
、
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
Q
　
O
　
O
　
O
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
O

　
　
つ
れ
牢
抜
い
た
し
候
も
の
ニ
ハ
無
量
牢
抜
い
た
し
方
革
て
重
重
差
別
を
附
候
妙
趣
は
有
之
間
敷
面
故
前
書
御
定
井
例
を
も
見
合
死
罪

　
　
　
　
む
　
り
　
む
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　
　

　
　
可
申
付
庭
病
死
い
た
し
候
毅
追
て
申
上
申
切
付
其
旨
可
特
段
一
件
之
も
の
え
可
申
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　

と
の
べ
て
、
入
墨
重
敲
、
の
｝
等
重
き
は
死
罪
、
と
い
う
盗
賊
御
仕
置
毅
取
に
し
た
が
っ
．
て
死
罪
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
ζ
れ
に
対
し
、
老
．

中
は
「
盗
賊
御
仕
置
段
取
に
よ
り
入
墨
重
敲
の
一
等
重
き
は
死
罪
と
い
う
の
は
、
　
い
ち
お
う
も
っ
と
も
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
　
こ
れ
は

『
生
死
之
境
』
の
こ
と
で
『
不
輕
儀
』
で
あ
る
。
盗
賊
筋
に
は
遠
島
、
追
放
が
な
い
と
い
う
が
、
以
前
は
盗
賊
筋
で
も
遠
島
、
追
放
な
あ
っ
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徳川幕府刑法における刑の加重減輕（二・完）（石塚）

た
し
、
近
来
で
は
牢
屋
類
焼
の
折
放
遣
し
で
立
帰
ゆ
た
も
の
や
、
幼
年
の
も
の
な
ど
一
等
難
き
は
遠
島
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
遠
島
、

追
放
に
は
処
せ
ら
れ
な
い
と
い
っ
て
も
、
ぼ
あ
い
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
ち
う
か
。
そ
の
上
御
定
書
に
も
、
一
等
重
キ
は
遠
島
以
下
た
る

べ
し
、
と
あ
る
。
こ
れ
は
要
す
る
に
、
滅
多
に
死
罪
を
申
渡
さ
な
い
と
い
う
趣
旨
に
に
か
な
ら
な
い
。
ま
た
牢
屋
類
焼
の
折
放
遣
し
て
立

帰
ら
ぬ
も
め
と
差
別
無
く
、
本
罪
を
科
す
る
だ
け
に
と
ど
あ
る
と
、
牢
内
取
締
に
も
影
響
す
る
と
い
う
が
、
立
帰
ら
ぬ
も
の
に
し
て
も
、
’

立
蹄
る
べ
し
と
い
う
申
渡
を
守
ら
ぬ
点
に
お
い
て
は
、
ご
れ
ま
た
取
締
に
不
拘
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
本
件
の
ば
あ
い
、
牢

屋
類
焼
と
い
う
非
常
の
ぼ
あ
い
不
図
や
っ
た
こ
と
で
兼
て
巧
ん
で
〆
リ
を
破
っ
た
の
と
も
違
い
、
犯
情
も
至
っ
て
軽
い
。
な
お
、
入
墨
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

敲
よ
り
死
罪
ま
で
の
間
に
段
取
が
な
い
と
い
う
な
ら
ば
、
一
等
重
き
は
死
罪
と
い
う
御
定
も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
考
え
る
と
、
本

件
は
な
ん
ら
の
加
重
も
せ
ず
本
罪
の
ま
ま
申
渡
す
か
、
重
罪
よ
り
加
重
す
る
の
が
正
当
だ
と
し
て
も
入
墨
之
上
追
放
か
遠
島
と
い
う
と
こ

ろ
が
適
当
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
指
摘
し
て
、
さ
ら
に
評
議
を
命
じ
て
い
る
。

　
そ
め
結
果
、
今
度
は
全
員
、
「
入
墨
重
敲
の
一
等
重
キ
は
死
罪
」
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
合
議
の
線
を
崩
し
て
、
こ
れ
を
否
定
す
る
方

向
で
苦
心
の
解
釈
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
中
、
と
く
に
興
味
の
あ
る
、
松
平
兵
庫
頭
、
曲
淵
甲
斐
守
連
名
の
回
答
を
左
に
掲
げ
る
。
臼

く
、　
　
此
様
盗
賊
御
仕
置
心
血
は
入
墨
重
敲
之
上
は
追
放
遠
荷
受
二
は
不
被
庭
直
ム
死
刑
二
被
庭
面
儀
と
一
統
相
心
得
候
儀
日
付
既
二
先
達

　
　
て
右
御
仕
置
段
取
之
儀
一
座
評
議
之
上
申
上
落
儀
二
て
累
年
右
之
心
得
二
罷
在
因
て
は
数
度
之
先
例
も
右
二
泥
ミ
候
儀
二
可
有
之
哉

　
　
．
此
度
も
先
例
二
基
候
て
死
罪
と
申
上
候
得
共
猶
又
御
尋
切
付
熟
察
仕
候
趣
左
二
申
上
候

　
一
　
盗
賊
幽
通
り
之
罪
状
二
有
之
候
得
は
申
上
置
候
段
取
之
通
り
静
て
可
然
候
得
管
外
母
音
之
吐
薬
受
訴
間
段
取
通
之
御
仕
置
謙
り
に

　
　
て
は
相
當
仕
間
敷
哉
ユ
奉
存
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
一
　
牢
抜
出
虚
者
本
罪
相
當
よ
り
一
等
重
ク
可
申
付
と
有
之
愛
息
一
等
と
有
之
候
は
幽
通
り
一
等
重
り
候
儀
二
可
有
之
二
二
當
時
盗
賊
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む
　
む
　
む
　
り
　
む
　
り
　
む
　
り
　
り
　
り
　
り
　
む
　
り
　
む
　
む
　
む

説
　
謹
適
意
誌
誰
茨
掻
蒙
り
要
藪
等
を
越
訴
て
死
罪
二
引
美
嚢
て
義
出
候
も
の
辱
重
く
と
有
之
最
初
之

　
　
　
　
御
趣
意
之
一
等
と
は
相
違
可
仕
奉
存
候
事

論
，　
　
　
一
、
死
刑
二
可
相
成
盗
賊
二
て
も
孝
心
之
故
を
以
遠
嶋
追
放
等
二
被
宥
候
例
墨
壷
有
之
候
上
は
入
墨
重
敲
よ
り
重
り
候
節
も
同
様
之
趣

　
　
　
　
意
二
可
有
之
哉
既
二
先
年
之
盗
賊
御
仕
置
童
貞
追
放
等
二
相
成
幽
霊
も
有
之
候
事

　
　
　
　
　
御
林
之
竹
木
盗
伐
い
た
し
候
も
の
頭
取
重
追
放
頭
取
二
准
候
者
中
追
放
と
有
之
盗
賊
御
仕
置
二
追
放
無
之
と
も
陥
凹
候
事

　
　
　
　
　
遠
嶋
二
可
相
成
者
言
抜
致
候
も
一
等
重
御
仕
置
パ
遠
嶋
以
下
た
る
へ
き
と
の
御
定
二
て
や
は
り
遠
戚
二
可
被
慮
入
墨
重
敲
之
も
の

　
　
　
　
牢
抜
致
候
連
被
慮
死
罪
二
候
は
嚴
刑
二
過
可
申
奉
存
候
事

　
　
　
一
　
千
代
吉
所
業
手
強
致
方
二
も
無
之
本
腰
二
可
藩
儒
置
候
哉
二
も
候
得
共
遠
藤
以
下
之
本
身
之
者
二
業
上
は
被
居
置
当
て
は
牢
抜
之

　
　
　
　
御
仕
置
立
回
申
且
は
以
後
之
御
取
締
二
も
相
拘
り
可
申
奉
存
重
事

　
　
　
　
右
ケ
條
を
以
申
上
候
通
之
趣
意
二
て
何
レ
死
罪
相
當
ユ
は
有
之
間
唐
本
罪
二
天
居
置
候
も
御
定
二
振
可
申
愚
存
佳
艶
之
御
仕
置
當
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

　
　
　
　
儀
は
入
墨
之
上
所
携
追
放
等
之
内
二
此
度
御
定
被
置
高
富
二
可
有
御
座
哉
御
仕
置
改
り
候
姿
二
御
座
候
間
亡
霊
難
申
上
野
存
候

　
　
ま
こ
と
に
理
路
整
然
た
る
見
解
で
あ
り
、
漸
く
老
中
も
こ
れ
ら
の
意
見
を
綜
合
し
て
「
存
命
二
七
得
は
入
墨
之
上
江
戸
紫
」
と
差
手
し
て

　
　
落
着
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
惟
う
に
、
本
条
の
「
本
罪
相
當
よ
り
一
等
重
ク
可
申
付
」
と
い
う
の
は
、
単
純
に
い
ち
お
う
予
定
さ
れ
て
い
る
刑
を
一
等
加
重
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
罪
の
種
類
が
盗
で
あ
ろ
う
と
ゆ
す
り
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
ら
に
は
無
関
係
に
、
そ
の
法
定
刑
よ
り

　
　
一
等
重
く
申
付
け
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
本
件
は
（
こ
の
牢
抜
に
よ
る
加
重
を
、
た
ま
た
ま
被
告
が
盗
犯
で
あ
る
こ
と

　
　
に
眩
惑
さ
れ
て
、
　
盗
罪
に
お
け
る
一
等
加
重
と
混
同
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
混
乱
で
あ
り
、
　
ま
こ
と
に
兵
庫
頭
。
甲
斐
守
提
出
の
右
意

　
　
見
書
指
摘
の
ご
と
く
、
　
「
法
輪
出
候
も
の
一
等
重
ク
可
申
付
」
　
と
あ
る
御
定
書
の
趣
旨
と
縁
相
違
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
。

徳川幕府刑法における刑の加重減輕（二・完）　（石塚）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

（
一
）
　
も
っ
と
も
、
遠
島
者
の
島
抜
は
例
外
で
あ
る
。
け
だ
し
、
百
箇
條
第
八
十
四
條
「
遠
島
者
再
犯
御
仕
置
望
事
」
は
、
「

　
　
　
　
寛
保
二
年
極

　
　
　
　
　
一
　
島
を
迩
候
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
其
島
・
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死
罪

　
　
と
規
定
し
、
こ
れ
を
独
自
の
逃
走
罪
と
し
て
処
断
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
二
）
　
徳
禁
考
、
四
、
一
二
五
頁
。

（
三
）
，
徳
禁
考
、
四
、
一
二
五
1
＝
一
六
頁
。

（
四
）
　
た
と
え
ば
、
古
類
集
二
六
（
二
〇
六
三
）
安
永
九
・
無
宿
清
左
衛
門
盗
い
た
し
候
一
件
。
判
決
全
文
を
示
せ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
村
藤
三
郎
御
代
官
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
州
八
代
郡
市
川
大
門
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
藤
右
衛
門
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
當
時
無
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
右
之
も
の
儀
三
年
以
前
村
方
二
て
小
盗
仕
其
後
同
類
雪
松
申
合
所
々
え
忍
入
衣
類
反
物
盗
取
不
届
二
付
先
達
て
入
牢
申
付
置
候
庭
其

　
　
　
　
　
　
後
牢
抜
仕
三
儀
重
々
不
届
至
極
二
付
引
廻
し
之
死
罪
．
　
　
　
，
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
」
　
・
・
’
．
ド

　
　
　
　
　
　
　
此
儀
吟
味
書
之
趣
二
て
は
所
蕉
二
て
幽
い
た
し
導
師
爾
度
は
垣
を
潜
り
這
入
衣
類
構
外
盗
取
其
上
牢
抜
い
た
し
候
も
の
．
二
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
り
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
重
態
喉
雲
譲
凝
議
提
議
編
屠
咽
喉
蠣
議
燕
窩
吐
靡
臆
論
覇
譲
唱
共
奪
重
キ
程

　
　
　
　
　
　
　
置
は
可
爲
遠
嶋
以
下
御
定
も
有
之
此
も
の
は
忍
入
之
盗
聴
て
本
甲
死
罪
二
相
鳴
り
候
回
付
引
廻
し
二
不
及
死
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
評
議
之
三
三

（
五
）
，
新
類
集
二
七
（
一
＝
一
九
）
文
化
八
・
駿
府
馬
場
町
政
五
郎
盗
井
選
抜
い
た
し
候
「
一
件
。
－
・

（
六
）
　
新
類
集
二
七
（
一
一
三
〇
）
文
化
白
び
無
宿
千
代
吉
盗
五
絃
牢
抜
い
た
し
候
一
件
。
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論説

（
七
）
　
徳
川
刑
法
上
、
盗
賊
の
刑
罰
は
通
常
の
死
刑
一
遠
島
－
追
放
三
…
：
隔
と
い
っ
た
刑
罰
体
系
と
は
異
な
る
独
自
の
刑
罰
体
系
に
よ
っ
て
行
な
わ

　
　
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
文
化
三
年
に
確
定
せ
ら
れ
た
、
　
「
盗
賊
御
仕
置
殺
取
」
と
い
う
も
の
が
こ
れ
で
、
文
化
三
審
年
「
盗
賊
御
仕
置
段
取

　
　
評
決
外
事
」
に
よ
れ
ば
、
死
罪
一
入
墨
重
敲
一
入
墨
敲
i
入
墨
f
重
敲
一
壷
一
そ
れ
以
下
の
刑
と
い
う
「
段
取
」
に
な
っ
て
お
り
（
徳
禁
後
門

　
　
、
二
九
〇
頁
）
、
文
化
九
年
の
評
議
（
前
掲
註
㈲
野
蚕
判
例
評
議
）
に
お
い
て
評
定
所
が
「
盗
賊
御
仕
置
ハ
黒
黒
追
放
等
二
は
不
被
虜
且
盗
人

　
　
御
仕
置
段
取
ハ
去
ル
照
年
申
上
写
物
入
墨
敲
君
直
二
死
罪
二
被
礎
候
儀
」
と
な
し
、
ま
た
文
政
九
年
の
評
議
八
天
保
類
集
七
《
十
四
》
文
政
十

　
　
二
・
上
早
見
村
無
宿
喜
左
衛
門
牢
屋
類
焼
雷
害
放
遣
立
夏
候
ユ
付
御
仕
置
宥
方
之
儀
評
議
）
で
は
「
盗
刑
死
罪
早
書
ミ
ハ
入
墨
敲
二
て
盗
賊
御

　
　
仕
置
段
取
之
儀
入
墨
敲
之
一
等
重
き
は
入
墨
之
上
重
敲
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
盗
罪
に
は
遠
島
追
放
を
科
さ
な
い
建
前
を
と
っ
て
い
た
。

　
　
な
お
、
こ
の
点
に
関
す
る
詳
細
は
、
平
松
博
士
「
徳
川
幕
府
刑
法
に
於
け
る
窃
盗
罪
」
　
（
国
家
学
会
雑
誌
第
六
五
巻
十
一
・
十
二
合
併
号
）
の

　
　
第
三
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
八
）
　
前
掲
註
（
六
）
所
引
判
例
。
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三

　
徳
川
刑
法
に
お
い
て
刑
の
減
軽
原
由
と
さ
れ
た
も
の
は
比
較
的
多
い
。

ま
ず
犯
罪
に
内
在
す
る
刑
硯
減
軽
原
由
と
し
て
は
・
幼
年
者
・
乱
心
導
の
限
定
責
任
能
力
に
よ
る
経
・
未
遂
減
軽
あ
る
い
は
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
）

正
侵
害
に
対
す
る
反
撃
の
ご
と
き
違
法
性
に
関
す
る
減
軽
等
が
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
特
異
な
も
の
と
し
て
は
、
百
箇
條
第
百
條
に
、
「
名
目

重
相
聞
候
弔
事
實
に
お
み
て
強
蔵
人
之
害
ユ
不
成
ハ
罪
科
孝
孫
格
別
嘉
事
」
と
し
て
形
式
的
に
は
重
罪
で
あ
っ
て
も
、
実
害
の
な
い
と
き

は
、
そ
の
刑
を
減
輕
・
す
べ
き
こ
と
と
し
た
も
の
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
犯
罪
の
外
に
あ
る
一
こ
と
に
犯
罪
後
に
生
じ
た
一
事
由
が
減
軽
原
由
と
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
徳
川
刑
法
に
お

け
る
、
こ
の
種
の
減
軽
原
由
と
し
て
は
、
イ
自
訴
、
ロ
白
状
、
ハ
「
牢
屋
焼
矢
之
節
放
チ
掃
立
露
盤
」
・
に
よ
る
減
軽
が
も
っ
と
も
ふ
つ
う

で
あ
る
が
、
な
お
こ
の
ほ
か
、
き
わ
め
て
特
殊
な
事
例
と
し
て
、
御
定
書
第
六
十
五
條
の
規
定
す
る
、
従
者
・
子
の
告
発
に
よ
る
主
人
・
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親
の
刑
の
減
軽
が
あ
る
ひ

　
以
下
本
節
に
お
い
て
は
、
自
訴
・
白
状
に
よ
る
減
軽
、
牢
屋
焼
失
の
際
釈
放
後
軍
牢
に
よ
る
減
軽
を
中
心
と
し
、
つ
い
で
前
記
御
定
書

第
百
條
に
よ
る
減
軽
、
第
六
十
五
條
の
規
定
に
よ
る
減
軽
を
一
括
し
て
、
そ
の
他
の
法
律
上
の
減
軽
と
し
て
、
順
次
考
察
し
て
ゆ
く
こ
と

に
す
る
。

・
　
（
一
）
　
徳
川
刑
法
に
お
い
て
、
幼
年
者
、
乱
心
者
は
責
任
無
能
力
者
で
は
な
く
、
限
定
責
任
能
力
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
、
御
定
書
第
七
十

　
　
　
　
九
條
・
「
拾
五
歳
以
下
之
者
御
仕
置
二
審
」
ヤ
第
七
十
八
條
「
齪
氣
二
真
人
殺
二
審
」
参
照
。

　
　
（
二
）
　
幼
年
者
、
乱
心
者
の
刑
の
減
軽
、
未
遂
に
よ
る
減
軽
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
刑
事
責
任
能
力
、
未
遂
犯
の
問
題
と
し
て
、
別
個
に
取
扱
わ
れ
る
べ

　
　
　
　
　
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
、
で
は
除
外
す
る
。

　
　
　
　
　
1
’
自
訴
、
白
状
に
よ
る
減
軽

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
一
　
自
首
は
当
時
自
訴
と
称
し
た
が
、
こ
れ
に
関
す
る
直
接
的
な
規
定
は
御
定
書
の
中
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
御
定
書

は
そ
の
第
五
十
八
條
「
悪
黛
者
訴
人
用
事
」
の
条
文
の
但
書
に
「
但
惣
而
罪
科
聾
者
を
輩
出
に
お
み
て
ハ
同
類
た
り
と
い
ふ
共
稼
科
を
被

免
薬
事
に
候
尊
母
趣
を
昏
々
致
作
略
事
」
と
の
べ
て
、
犯
罪
を
訴
出
た
ば
あ
い
は
、
た
と
い
同
類
で
も
そ
の
刑
を
免
ず
る
旨
を
規
定
す
る

に
と
ど
ま
っ
た
の
で
、
御
定
書
が
自
訴
に
刑
の
一
般
的
減
軽
事
由
を
み
と
め
た
の
か
ど
う
か
は
し
ば
し
ば
問
題
に
な
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
ま
ず
盗
犯
に
つ
い
て
は
、
寛
政
三
年
「
自
訴
い
た
し
候
盗
賊
之
三
二
付
評
議
仕
妙
趣
申
上
騰
書
付
」
は
、

　
　
（
前
略
）
此
儀
〆
リ
有
之
所
労
ケ
這
入
憎
い
た
し
右
品
壷
梯
質
入
早
い
た
し
候
後
吟
味
二
相
早
見
を
承
自
訴
い
た
し
候
も
の
之
数
差

　
　
翔
り
相
見
不
申
候
得
共
親
兄
弟
主
人
等
之
難
儀
を
存
自
訴
い
た
し
候
と
も
繹
違
ひ
盗
物
費
先
等
尊
君
よ
り
吟
味
二
相
成
候
を
承
り
訴

　
　
出
た
と
ひ
致
後
悔
候
由
申
立
候
と
も
御
仕
置
ゆ
る
み
候
ハ
＼
泣
い
た
し
候
と
も
自
訴
仕
様
得
は
重
キ
御
仕
置
二
は
不
相
成
儀
と
存
候

　
　
廃
罷
湛
々
ハ
、
肉
類
自
然
と
出
様
可
罰
其
上
薔
悪
御
定
ケ
桜
之
内
二
も
人
家
え
忍
入
候
盗
人
ハ
奮
悪
二
候
と
も
御
仕
置
相
伺
可
申
と
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有
之
薔
悪
に
て
さ
へ
御
仕
置
は
ゆ
る
み
不
申
「
間
後
悔
い
た
し
候
由
二
て
自
訴
男
爵
と
も
御
仕
置
ゆ
る
み
候
筋
二
は
有
御
座
間
敷
哉
二

　
　
　
　
（
一
）

　
　
奉
存
候

と
い
い
、
第
一
に
盗
賊
が
習
物
の
売
先
な
ど
か
ら
吟
味
に
な
っ
た
こ
と
を
知
り
、
た
と
い
後
悔
し
て
自
訴
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
の
刑
を

減
軽
す
れ
ば
自
訴
さ
へ
す
れ
ば
窃
盗
を
働
い
て
も
重
い
罪
に
な
ら
な
い
と
思
い
こ
む
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
第
二
に
忍
入
興
盗
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ど
の
ば
あ
い
、
旧
悪
で
あ
っ
て
も
刑
を
免
ぜ
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
の
に
、
自
訴
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
御
仕
置
を
ゆ
る
め
る
の
は
不
都
合
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
盗
賊
の
自
訴
は
認
め
難
い
の
で
は
な
い
か
と
評
議
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
翌
寛
政
四
年
の
、
　
「
盗
賊
自
訴
之
儀
評

議
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
一
　
盗
賊
者
自
訴
致
し
候
而
も
御
仕
置
弛
不
申
事

と
の
べ
て
、
は
っ
き
り
こ
れ
を
否
定
す
る
態
度
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
博
突
に
つ
い
て
は
は
じ
め
寛
政
六
年
・
武
州
下
高
輪
村
誌
左
衛
門
店
八
五
郎
博
変
い
た
し
候
一
件
評
議
は
「
此
儀
本
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

重
敲
之
も
の
一
”
御
座
候
虞
自
訴
い
た
し
候
も
の
片
付
一
等
古
く
五
十
日
手
鎖
」
と
判
決
し
て
自
訴
に
よ
る
減
軽
を
み
と
め
、
さ
ら
に
寛
政

九
年
五
月
の
町
奉
行
の
傳
達
も
、

　
　
羅
馬
打
候
も
の
自
訴
謬
論
巨
訴
よ
り
起
吟
味
二
相
浮
輪
も
の
ハ
御
仕
置
も
輕
ぐ
可
相
成
者
勿
論
之
乱
書
候
吟
味
取
懸
候
節
欠
落
い
た

　
　
し
吟
味
中
自
訴
い
た
し
候
も
の
二
も
樹
令
ハ
最
初
澄
め
く
り
博
変
と
申
立
愚
直
自
訴
二
心
籔
博
突
之
儀
顯
苦
杯
と
雪
腹
成
類
何
れ
に

　
　
も
自
訴
故
吟
味
も
明
白
二
分
り
御
仕
置
も
痴
言
候
も
の
標
目
仕
儀
次
第
自
訴
二
相
立
御
仕
置
輕
く
可
相
成
候
得
共
一
通
捕
方
之
節
迩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

　
　
去
吟
味
中
自
訴
い
た
し
候
類
者
自
訴
に
は
不
相
立
御
仕
置
輕
く
ハ
不
相
照
影
二
相
心
得
候
様
被
仰
渡
候
“

と
の
べ
て
、
や
は
り
こ
れ
を
当
然
の
ご
と
と
し
て
肯
定
し
て
い
る
。

　
し
か
る
に
、
　
奉
じ
く
寛
政
九
年
号
深
川
永
代
寺
門
前
仲
町
文
次
博
変
い
允
し
候
一
件
評
議
は
「
聖
母
吟
味
書
之
趣
二
て
は
文
次
博
変
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手
合
之
も
の
二
候
庭
同
人
天
佑
捕
吟
味
二
相
成
候
趣
承
り
自
訴
い
た
し
候
も
の
二
付
自
訴
二
は
油
漬
立
御
仕
置
ゆ
．
る
み
候
筋
目
は
有
御
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
警
鐘
貸
間
去
ル
寅
年
之
御
書
付
二
見
合
重
敲
」
と
の
べ
て
、
自
訴
を
み
と
め
て
一
等
篤
く
五
十
日
手
鎖
と
伺
っ
た
掛
奉
行
の
見
解
を
斥
け
、

　
　
本
罪
通
り
重
敲
と
し
た
の
に
対
し
、
老
中
は
こ
れ
ま
で
博
変
の
自
訴
に
つ
い
て
一
等
軽
く
処
断
す
べ
き
評
議
を
行
な
っ
た
例
も
あ
る
の
で
、

　
　
い
ま
一
度
自
訴
者
の
取
扱
い
に
つ
い
て
評
議
せ
よ
と
命
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
評
定
所
一
座
の
評
議
は
、

　
　
　
．
此
儀
自
訴
い
た
し
候
も
の
御
仕
置
寛
み
枢
要
ハ
御
定
者
潮
頭
座
盗
物
質
二
取
又
者
買
取
候
も
の
謡
言
定
二
町
燭
之
節
於
訴
出
候
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
　
　
ハ
其
石
取
上
宝
及
替
と
有
之
候
得
共
右
者
自
訴
導
引
當
ニ
ハ
難
相
成
愈
議
事
有
之
影
踏
類
又
ハ
加
判
人
之
内
よ
り
早
速
致
自
訴
謀
計

　
　
　
　
不
増
之
仮
相
顯
候
類
病
勿
論
其
趣
意
曲
面
定
二
も
引
合
候
も
の
ハ
自
訴
之
も
の
御
仕
置
之
儀
ハ
一
等
掻
く
申
付
候
心
得
二
三
在
候
然
、

囎
　
羅
変
之
儀
ハ
御
法
度
之
儀
鐸
罷
在
団
御
法
度
を
背
博
淫
し
置
合
之
内
よ
り
羅
可
致
様
舌
一
候
得
ハ
追
々
右
手
合
之
者
ハ

仁
　
自
訴
さ
へ
致
年
期
ハ
御
仕
置
ゆ
る
み
候
儀
と
存
量
り
訴
出
ゆ
る
か
せ
に
も
相
成
可
申
愈
愈
年
別
而
過
料
手
鎖
之
分
を
も
二
重
墜
申

輕減
　
　
　
付
候
様
厳
重
二
曲
仰
出
牢
御
趣
意
二
も
相
違
仕
候
間
都
而
右
博
変
隠
縫
ハ
自
訴
之
も
の
無
口
よ
り
吟
味
篇
相
成
露
座
重
立
候
も
の
物

量
程
面
相
立
様
者
右
禦
立
冬
計
吟
味
箱
成
候
を
承
り
訴
出
候
爵
収
監
ス
霜
山
豊
島
取
ζ
も
可
配
賦
と
評
奮

刑
　
　
　
上
候
儀
二
御
座
候

　
　
た
。
し
か
る
に
老
中
は
こ
れ
に
対
七
、
　
「
書
面
先
例
も
有
之
候
間
是
迄
之
通
都
而
右
類
自
訴
相
立
候
積
相
縁
得
雲
夜
」
と
の
べ
て
、
自
訴
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に
対
し
て
か
か
る
区
別
を
行
わ
ず
、
て
れ
ま
で
通
り
す
べ
て
自
訴
を
み
と
め
る
こ
と
と
な
す
べ
き
指
令
を
与
え
た
の
で
、
と
こ
に
自
訴
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

効
力
を
確
立
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

　
さ
て
上
述
し
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
徳
川
刑
法
は
盗
罪
に
つ
い
て
は
自
訴
を
み
と
め
ず
、
博
変
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
み
と
め
る
方
針
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
し
か
ち
ば
右
以
外
の
犯
罪
め
ば
あ
い
は
ど
う
か
。
御
仕
置
例
類
集
に
は
、
「
自
訴
井
二
白
状
等
之
部
」

と
題
し
て
、
　
自
訴
に
関
す
る
お
も
な
仕
置
例
を
挙
げ
て
い
る
が
、
　
い
ま
こ
れ
を
中
心
と
し
て
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
み
る
と
、
特
殊
な

　
　
　
　
（
九
）

例
外
を
除
き
、
あ
と
は
概
ね
こ
れ
を
肯
定
す
る
態
度
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
人
殺
の
手
早
を
し
た
の
ち
後
悔
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
）

自
訴
し
た
も
の
に
つ
い
て
の
、
寛
政
三
年
。
護
持
院
領
常
州
筑
波
郡
筑
波
町
の
虚
無
宿
登
々
一
件
、
文
政
十
年
・
相
州
三
崎
西
之
町
清
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
一
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
（
一
・
二
）

人
殺
之
差
驚
い
た
し
候
一
件
、
過
失
殺
人
事
件
に
つ
い
て
の
寛
政
九
年
・
武
州
日
影
村
塾
兵
衛
一
件
、
傷
害
に
つ
い
て
の
安
永
四
年
置
當
時

　
　
　
　
　
＝
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
四
）

無
宿
小
太
郎
一
件
、
器
物
損
壊
に
つ
い
て
の
天
明
六
年
・
元
大
工
町
市
五
郎
一
件
、
ま
た
賊
物
故
買
に
関
す
る
、
天
保
元
年
・
無
宿
豊
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
輔
六
）

　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
）

船
積
荷
物
盗
取
候
…
件
、
同
じ
く
牙
保
に
つ
い
て
の
寛
政
十
一
年
・
神
田
多
町
勝
治
方
二
極
候
定
藏
盗
物
取
捌
候
一
件
、
さ
ら
に
賊
物
た

る
の
情
を
知
ら
ず
世
話
し
た
も
の
に
関
す
る
・
安
永
四
年
●
當
時
無
宿
吟
右
衛
門
響
い
た
し
候
髭
・
文
化
九
年
●
無
宿
吉
藏
曳
い
た
し

　
（
一
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
）

候
一
件
等
々
の
「
盗
物
怪
黒
影
取
扱
訴
同
誌
類
」
に
蒐
め
ら
れ
た
繭
連
の
仕
置
例
、
あ
る
い
は
島
抜
の
の
ち
自
訴
し
て
死
罪
を
宥
さ
れ
遠

島
と
さ
れ
た
、
寛
政
三
年
・
常
州
小
目
村
治
十
三
を
申
立
候
無
名
御
箱
訴
受
糎
等
々
概
ね
自
訴
に
刑
の
減
軽
の
効
力
を
み
と
め
て
い
る
の

で
あ
る
9

　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
当
時
の
裁
判
所
は
自
訴
に
関
し
て
盗
罪
と
そ
の
誉
め
犯
罪
と
で
そ
の
取
扱
い
を
異
に
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ニ
一
）
　
（
二
二
）

を
肯
定
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
臼

　
以
上
の
考
察
に
よ
り
、
自
訴
に
刑
の
減
軽
の
効
力
を
み
と
め
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
え
た
が
、
当
時
は
そ
の
ほ
か
自
白

に
も
刑
の
減
軽
を
み
と
め
る
ば
あ
い
が
存
し
た
。
つ
ぎ
に
こ
め
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
二
　
自
白
は
当
時
白
状
を
称
し
た
。
ゴ
周
知
の
よ
う
に
、
当
時
の
刑
事
訴
訟
た
る
吟
味
筋
に
あ
っ
て
は
、
白
状
が
重
ん
ぜ
ら
れ
た
か
ら
、

34　（5　●　6　●76）　554



徳川幕府刑法における刑の加重減輕（二。完）（石塚）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
三
）

し
ば
し
ぼ
こ
れ
を
求
め
て
拷
問
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
こ
で
刑
の
減
軽
原
由
た
り
う
る
自
白
と
し
て
問
題
に
す
る
も
の
は
、
こ
れ
ら
の
自
白

の
す
べ
て
で
は
な
い
。

　
す
な
わ
ち
、
御
定
書
第
百
二
條
「
倉
議
事
有
之
時
同
類
又
ハ
加
判
近
親
内
よ
り
早
速
及
白
状
も
の
早
事
」
に
、

　
追
加
　
延
享
二
年
極

　
一
　
惣
而
金
議
事
有
之
時
同
類
又
ハ
加
判
人
挙
挙
内
よ
り
早
速
致
白
状
依
之
謀
計
利
者
共
益
顯
二
お
み
て
ハ
右
早
速
白
状
之
も
の
ハ
自

　
　
　
本
罪
相
當
一
等
輕
ク
可
申
付
事

の
ご
と
く
規
定
し
て
い
る
自
白
が
そ
れ
で
あ
り
、
倉
議
事
の
あ
る
際
、
共
犯
の
中
か
ら
い
ち
早
く
白
状
し
、
そ
の
白
状
に
よ
っ
て
主
謀
者

等
の
犯
罪
が
発
覚
す
る
よ
う
な
ば
あ
い
、
こ
の
よ
う
な
白
状
を
し
た
も
の
は
自
ら
の
本
罪
相
当
よ
り
も
一
等
軽
く
御
仕
置
す
べ
し
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
㍉
し
た
が
っ
て
、
自
白
が
右
の
要
件
を
充
足
す
る
限
り
、
犯
罪
の
種
類
の
如
何
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
刑
の
減
軽
原
由
と
さ
れ

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
博
変
事
犯
に
お
け
る
白
状
に
つ
き
、
享
和
元
年
・
御
作
事
方
定
小
屋
御
門
番
人
竹
田
唯
七
め

く
り
か
る
た
い
た
し
候
一
件
評
議
は
、

　
　
此
儀
金
議
事
有
之
時
同
類
又
面
白
判
人
之
内
よ
り
早
速
及
白
状
候
も
の
之
御
定
を
以
一
等
近
く
相
伺
候
得
共
此
も
の
儀
は
芝
邊
途
中

　
　
二
て
紙
屑
買
よ
り
め
く
り
札
買
取
置
竹
田
唯
七
外
四
人
罷
越
鮪
節
め
く
り
か
る
た
相
初
島
本
人
に
て
同
類
又
は
加
判
人
之
課
に
も
無

　
　
御
座
其
上
右
御
定
は
謀
計
之
も
の
相
顯
候
節
之
も
の
二
可
引
単
管
箔
可
有
御
座
め
く
り
か
る
た
い
た
し
候
段
ハ
謀
計
と
申
程
之
儀
一
”

　
　
無
御
座
候
間
土
佐
守
見
込
之
趣
承
候
庭
濱
御
庭
方
之
内
二
て
博
変
有
之
寒
風
聞
脇
付
悪
留
吟
味
可
章
段
井
伊
兵
部
卿
輔
先
達
て
申
聞

　
　
品
々
勘
弁
之
上
利
助
儀
は
前
書
十
右
衛
門
績
合
之
も
の
二
て
利
助
も
博
学
二
携
候
趣
二
相
聞
候
故
召
捕
吟
味
い
た
し
候
塵
御
家
人
共

　
　
手
合
二
て
め
く
り
か
る
た
い
た
し
候
段
早
速
及
白
状
吟
味
も
相
分
り
向
後
之
御
取
締
も
附
候
間
一
等
輕
ク
相
伺
候
段
申
聞
然
ル
上
は

　
　
博
変
之
訴
入
は
其
身
奮
悪
を
も
相
改
型
押
お
み
て
は
御
輿
美
可
押
下
旨
度
々
被
仰
出
組
御
趣
意
二
も
可
算
も
の
二
御
座
候
問
伺
之
通

　
　
五
十
日
手
鎖
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論説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
二
巴

　
　
　
　
　
、
評
議
之
通
濟

と
の
べ
、
ま
た
盗
に
入
り
人
を
殺
し
た
事
件
に
お
け
る
不
等
に
関
し
、
文
化
十
三
年
。
肥
前
國
長
崎
村
船
津
浦
伊
之
助
外
四
人
唐
船
江
盗
二

品
其
上
唐
入
を
海
中
江
投
込
爲
及
溺
死
候
一
件
評
議
も
「
此
儀
頭
取
は
一
件
之
内
伊
之
助
二
而
此
も
め
ハ
同
類
二
付
伊
之
助
6
輕
く
盗
可

致
と
徒
憂
い
た
し
並
家
江
押
込
候
も
の
頭
取
獄
門
同
類
死
罪
と
有
之
御
定
之
段
取
二
見
合
外
國
怪
々
存
意
を
不
恥
も
の
二
も
御
座
候
間

む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む

引
廻
し
之
上
死
罪
面
諭
二
可
有
御
座
候
庭
早
速
有
躰
及
白
状
右
二
付
一
同
之
悪
事
速
二
相
軽
羅
由
…
…
・
：
惣
而
愈
議
事
有
之
時
同
類
又
ハ

加
判
入
等
之
内
β
早
速
白
状
い
た
し
依
之
謀
計
之
も
の
共
相
舞
二
お
み
て
ハ
右
白
状
之
も
の
ハ
本
罪
相
良
6
一
等
幽
く
可
申
付
事
と
有
之

御
定
覧
合
早
鐘
御
仕
置
奇
相
成
も
の
若
之
…
・
・
篭
と
の
べ
・
本
罪
6
1
廻
報
上
死
罪
を
白
状
に
よ
り
遠
島
と
判
決
し
て
い

る
。　

な
お
、
本
条
の
自
白
は
そ
の
自
白
に
よ
り
共
犯
の
犯
罪
が
明
る
み
に
出
る
と
い
う
こ
と
に
よ
り
刑
の
減
軽
の
効
力
を
み
と
め
た
も
の
で

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
作
用
は
往
々
自
訴
の
ぼ
あ
い
に
も
あ
り
え
た
の
で
あ
り
、
事
実
自
訴
に
よ
り
犯
罪
の
全
貌
が
明
る
み
に
出
た
事
件

の
自
訴
者
に
本
条
を
適
用
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、

　
寛
政
八
年
。
掻
河
泉
播
三
々
之
も
の
三
三
路
差
出
候
一
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
助

　
右
之
も
の
儀
…
…
…
労
不
届
脇
付
輕
追
放
可
申
付
哉
之
段
醤
蝦
豊
富
未
数
ケ
村
之
も
の
餓
え
吟
味
不
相
懸
内
致
後
悔
最
寄
手
代
共
え
取

　
次
受
贈
又
は
手
代
共
よ
り
差
戻
候
金
子
之
口
々
委
細
申
立
自
訴
い
た
し
此
も
の
依
申
立
等
々
無
残
吟
味
行
届
候
二
付
餐
箱
桁
及
沙
汰

　
　
此
儀
一
件
之
内
嶋
屋
源
兵
衛
同
様
之
も
の
二
御
座
願
事
共
吟
味
瘡
掻
承
自
訴
い
た
し
候
も
の
二
付
愈
議
事
有
之
時
同
類
又
ハ
加
判
人

　
　
之
内
よ
り
早
速
及
白
状
候
も
の
之
御
定
二
て
自
狂
暴
相
當
一
等
輕
ク
江
戸
梯
二
毒
し
大
阪
三
郷
梯

　
　
　
　
　
　
　
（
二
六
ゾ

　
　
　
　
評
議
四
通
濟
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の
ご
と
き
は
そ
の
一
例
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
前
記
博
変
自
訴
に
関
す
る
評
議
の
中
で
、
　
「
…
…
…
金
議
事
有
之
時
同
類
又
八
加
封
人
之
内

　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む

よ
り
早
速
致
自
訴
謀
計
之
も
の
共
相
全
日
お
み
て
ハ
本
領
相
愛
よ
σ
一
等
平
ぐ
可
申
付
旨
之
御
定
も
御
座
計
算
自
訴
い
た
し
候
も
の
有
之

む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　

節
右
自
訴
面
付
外
不
堵
之
賢
相
曳
航
長
者
勿
論
其
趣
意
右
御
定
二
も
引
合
候
も
の
ハ
自
訴
之
も
の
御
仕
置
之
儀
ハ
一
等
輕
く
申
付
候
心
得

誰
駕
調
号
べ
て
・
本
条
の
白
状
を
自
訴
と
混
用
し
て
い
る
こ
と
・
し
か
も
本
条
の
白
状
同
様
自
訴
に
よ
っ
て
共
犯
が
発
見
さ
れ
た
と

き
は
、
本
条
の
類
推
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
自
訴
に
も
刑
の
減
軽
の
効
力
を
み
と
あ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
自
訴
に
内

在
す
る
右
の
ご
と
き
作
用
の
ゆ
え
で
も
あ
ろ
う
か
、
本
条
の
白
状
は
し
ば
し
ば
自
訴
と
混
同
し
て
用
い
ら
れ
た
節
の
あ
っ
た
こ
と
を
附
言

し
て
お
く
。

（一

j．

�
ﾄ
比
事
、
．
三
十

（
二
）
　
古
事
類
苑
、
．
法
律
部
三
、
七
〇
〇
頁
。

（
三
）
　
古
類
集
二
五
（
一
九
八
○
）
寛
政
六
・
武
州
下
高
輪
村
新
左
衛
門
店
八
五
郎
博
突
い
た
し
候
一
件

（
四
）
　
徳
禁
後
、
三
、
一
六
二
頁
。

（
五
）
　
古
類
集
二
五
（
一
九
八
一
）
寛
政
九
・
深
川
永
代
寺
門
前
仲
町
文
次
博
突
い
た
し
候
一
件
。

（
六
）
．
博
突
自
訴
之
儀
二
三
申
上
候
書
付
（
徳
禁
後
三
、
一
六
三
一
一
六
四
頁
）
。

（
七
）
　
徳
禁
後
、
三
、
・
一
六
三
頁
。

（
八
）
　
た
だ
こ
の
ば
あ
い
、
自
訴
の
み
と
め
ら
れ
る
の
は
、
行
為
の
の
ち
後
悔
し
て
自
首
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
共
犯
が
逮
捕
さ
れ
吟
味
に
な
っ
た

　
　
こ
と
を
知
っ
て
自
首
し
て
出
た
も
の
等
で
あ
り
、
共
犯
が
逮
捕
さ
れ
る
と
き
そ
の
場
を
迩
去
り
、
の
ち
に
な
っ
て
自
首
し
て
出
て
も
自
訴
と
し

　
　
て
は
み
と
め
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
き
、
古
類
集
二
五
（
｝
九
八
四
）
寛
政
十
二
。
武
州
神
戸
村
直
右
衛
門
其
外
之
も
の
共
賭
的
い
た
し
候

　
　
．
一
件
、
同
二
五
（
一
九
八
五
）
享
和
元
・
上
州
小
平
村
百
姓
富
八
博
変
い
た
し
候
一
件
、
同
（
一
九
八
七
）
享
和
二
．
音
羽
町
喜
左
衛
門
店
勝

　
　
五
郎
博
変
い
た
し
候
一
件
等
参
照
。

（
九
）
　
殺
人
の
の
ち
の
自
訴
に
関
し
、
古
類
集
二
五
（
一
九
五
六
）
寛
政
十
二
・
小
日
向
西
古
川
町
伊
之
助
儀
音
羽
町
六
丁
目
仁
兵
衛
を
及
殺
害
候
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説論

　
　
　
一
件
評
議
は
「
…
…
再
慮
評
議
繕
言
慮
仁
兵
衛
横
合
よ
り
棒
を
以
伊
之
助
え
打
懸
り
候
は
見
留
候
も
の
も
有
之
由
一
件
申
ロ
符
合
い
た
し
或
ハ

　
　
人
を
盲
者
も
の
二
て
も
自
訴
い
た
し
候
故
を
以
御
仕
置
弛
ミ
候
も
如
何
二
て
一
躰
伊
之
助
不
得
祈
事
及
ロ
論
打
合
候
繹
も
無
之
た
と
へ
仁
兵
衛

　
　
最
初
よ
り
之
相
手
二
無
漏
候
と
も
益
太
郎
は
仁
兵
衛
同
町
之
も
の
故
益
太
郎
持
豊
海
を
伊
之
助
引
合
打
折
尊
書
仁
兵
衛
横
合
よ
り
棒
を
以
打
懸

　
　
り
候
は
益
太
郎
開
荷
尊
い
た
し
候
二
相
當
相
手
二
無
之
と
も
難
申
無
間
入
を
殺
候
も
の
下
手
人
之
御
定
二
て
下
手
人
」
と
の
べ
て
、
こ
れ
を
否

　
　
定
し
て
い
る
の
が
、
盗
以
外
で
自
訴
の
み
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
例
で
あ
る
。

（
一
〇
）
　
徳
川
時
代
裁
判
事
例
刑
事
之
部
九
九
五
一
九
九
七
頁
、
人
の
造
意
に
亡
し
人
殺
の
墨
香
を
な
す
の
後
自
訴
せ
し
者
。

（一

黶
j
　
天
保
類
集
五
七
（
一
）
文
政
十
・
相
州
三
崎
西
之
町
清
助
人
殺
直
答
圖
い
た
し
候
一
件
。

（一

�
j
　
古
類
集
二
五
（
一
九
五
五
）
寛
政
九
・
武
州
日
影
村
源
兵
衛
猪
鹿
打
候
油
玉
二
中
り
同
國
本
郷
村
勘
左
衛
門
下
人
清
骨
相
果
候
一
件
。

（
＝
二
）
　
徳
川
時
代
裁
判
事
例
績
刑
事
之
部
二
二
九
頁
。

（
一
五
）
　
天
保
類
集
五
七
．
（
十
）
天
保
元
・
無
宿
豊
吉
船
積
荷
物
盗
取
候
一
件
。

（
一
六
）
　
撰
述
格
例
後
篇
五
ノ
上
（
三
）
寛
政
十
一
・
神
田
多
町
勝
治
方
二
二
候
定
藏
盗
物
取
捌
候
一
件
。

（
一
．
七
）
　
古
類
集
二
五
（
一
九
五
七
）
安
永
四
・
登
時
無
宿
吟
右
衛
門
整
い
た
し
候
一
件
。

（
一
八
）
　
新
類
集
二
六
（
一
〇
七
六
）
文
化
九
。
無
宿
吉
藏
点
い
た
し
候
一
件
。

（
一
九
）
　
た
だ
こ
の
ば
あ
い
で
も
、
買
主
、
証
人
の
印
形
を
と
ら
ず
無
熱
の
質
物
を
と
っ
た
ば
あ
い
は
、
自
訴
し
て
も
刑
の
減
輕
は
な
か
っ
た
。
た

　
　
　
と
え
ば
古
類
集
二
五
（
一
九
七
三
）
寛
政
十
二
。
五
郎
兵
衛
町
杢
右
衛
門
店
番
組
人
宿
久
助
寄
子
脩
藏
盗
可
致
と
這
入
又
は
盗
博
三
等
い
た

　
　
　
し
候
一
件
参
照
。

（
二
〇
）
　
公
案
比
事
四
十
三
、
寛
政
三
・
常
州
小
目
村
治
十
儀
を
申
立
田
無
名
御
箱
訴
一
件
。

（
二
一
）
　
自
首
す
る
つ
も
り
で
出
頭
す
る
嘉
吉
逮
捕
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
も
、
自
訴
を
み
と
め
た
事
例
が
あ
る
σ
古
類
集
二
五
（
一
九
九
七
）
寛

　
　
　
政
六
・
寄
場
人
足
御
仕
置
一
件
評
議
参
照
。

（
ニ
ニ
）
　
な
お
人
足
寄
場
逃
走
後
の
自
訴
に
関
し
て
は
特
別
規
定
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
寛
政
十
二
。
寄
場
御
仕
置
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
バ
リ
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
　
　
一
　
園
を
破
り
又
は
乗
越
迩
去
候
ハ
＼
　
湿
糠
、
但
後
悔
致
し
立
読
候
ハ
＼
重
敲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ヒ
む
　
　
り
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
　
　
一
　
争
乱
江
出
置
迩
去
又
ハ
使
先
よ
り
迩
去
候
も
の
　
初
度
ハ
重
敲
、
二
度
目
ハ
入
墨
重
敲
、
但
後
悔
致
し
立
錨
候
ハ
、
三
十
日
手
鎖
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追
加
、
文
政
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

　
　
　
　
一
　
追
放
申
付
候
上
人
足
寄
場
江
二
子
も
の
園
を
破
り
又
は
乗
越
迩
去
候
ハ
～
．
死
罪
、
但
自
訴
い
た
し
候
ハ
、
重
敲
之
上
前
之
御
仕
置
よ

　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
　
　
　
り
一
等
重
く
可
申
付
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ハ
ワ

　
　
　
　
一
　
入
墨
又
は
敲
之
上
重
追
放
申
付
寄
場
江
遣
候
も
の
再
製
自
訴
い
た
し
候
ハ
＼
　
唐
墨
　
　
（
巣
蔭
全
町
、
貞
八
十
五
）

（
二
三
）
　
も
っ
と
も
拷
問
は
無
押
隈
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
行
わ
る
べ
き
ば
あ
い
は
、
い
ち
お
う
限
定
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
御
定

　
　
　
書
第
八
十
三
條
「
拷
問
可
申
付
品
軍
事
」
に
よ
れ
ば
、
人
殺
、
火
膨
、
盗
賊
、
関
所
破
、
青
書
謀
判
の
証
拠
が
分
明
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

　
　
　
・
ず
白
状
せ
ず
、
ま
た
同
類
の
中
に
白
状
す
漏
も
の
が
あ
っ
て
も
な
お
白
状
し
な
い
も
の
、
お
よ
び
他
罪
の
詮
議
中
に
死
罪
に
相
記
す
渇
犯
罪

　
　
　
．
が
判
明
七
た
も
の
に
限
り
行
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
の
犯
罪
に
つ
い
て
拷
問
す
る
に
は
奉
行
の
評
議
を
必
要
と
す
る
こ
と
と
定
め
ら

　
　
　
れ
て
い
た
レ
こ
の
点
に
づ
き
、
石
井
博
士
・
日
本
法
制
史
概
説
四
八
一
－
四
八
二
頁
参
照
。

（
二
四
）
’
、
古
類
集
二
五
（
二
〇
〇
四
）
享
和
元
・
御
作
事
方
定
小
屋
御
重
番
人
竹
田
唯
七
め
く
り
か
る
た
い
た
し
候
一
件
。

（
二
五
Y
　
綾
類
集
三
二
（
十
九
）
・
肥
前
長
長
崎
村
船
津
浦
伊
之
助
外
四
人
唐
船
江
島
二
入
其
上
唐
人
を
海
中
江
投
込
爲
及
溺
死
候
一
件
。

（
二
六
）
　
．
古
謡
集
一
．
一
五
へ
二
G
O
三
）
寛
政
八
・
撮
霊
泉
岩
村
々
之
も
の
共
議
路
差
出
候
一
件
。
な
お
こ
の
仕
置
例
で
、
伺
が
「
…
…
…
委
細
申
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
　
自
訴
い
た
し
此
も
の
依
申
立
累
々
無
残
吟
味
行
届
候
二
付
替
之
不
及
沙
汰
」
と
し
た
の
は
、
本
件
被
告
の
自
訴
を
犯
罪
の
告
発
と
み
な
し
、

　
　
　
第
五
十
八
條
「
悪
読
者
訴
人
之
事
」
の
規
定
を
適
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
犯
罪
そ
の
も
の
は
す
で
に
発
覚
し
て
お
り
、
捜
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
も
し
く
は
取
調
の
段
階
に
入
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
の
行
為
は
明
ら
か
に
自
訴
で
あ
る
。

（
二
七
）
　
註
（
六
）
所
引
判
例
参
照
。

■
　
牢
屋
焼
失
の
際
釈
放
後
帰
牢
に
よ
る
減
軽

臼
　
牢
屋
焼
失
の
節
放
チ
遣
し
立
重
り
し
こ
と
に
よ
る
減
軽
に
関
し
、

寛
保
二
年
三

一
　
牢
屋
焼
失
之
豪
放
チ
遣
不
立
志
も
の

御
定
書
第
八
十
五
條
は

34　（5・●　6　・81）　ら59



論　
　
　
同

　
　
　
一

右
焼
失
之
節
放
チ
遣
立
聾
候
ハ
＼

不
立
蹄
不
及
答

本
罪
相
當
之
仕
置
可
申
付

本
罪
相
當
よ
り
一

等
輕
ク
可
申
付

34，（5　●　6　082）　560臥

と
規
定
す
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
当
時
の
牢
は
既
決
、
未
決
」
の
囚
人
を
収
容
す
る
施
設
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
焼
失
の
際
避
難
の
暇
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

く
、
い
わ
ゆ
る
無
額
面
眉
の
危
瞼
に
さ
ら
さ
れ
た
と
き
は
、
入
命
保
護
の
見
地
か
ら
囚
徒
を
釈
放
し
た
。
こ
れ
を
切
放
と
い
う
。

　
こ
の
切
放
の
際
、
凶
獄
石
出
帯
力
は
各
牢
の
囚
人
に
対
し
、

　
　
途
中
神
妙
二
分
散
濃
鼠
差
圖
の
場
所
へ
立
退
可
申
尤
申
渡
相
守
立
退
候
得
は
先
輩
有
之
銘
々
御
仕
置
格
別
の
御
福
怒
も
可
有
之
尚
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
V

　
　
よ
り
も
其
段
急
度
相
願
可
三
間
心
得
違
不
仕
差
回
の
場
所
へ
参
着
可
仕

と
申
渡
す
の
が
例
で
あ
っ
た
が
、
本
条
は
こ
の
切
放
の
際
、
囚
獄
の
申
渡
に
背
き
、
そ
の
ま
ま
逃
走
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
　
（
牢
抜
と
は

違
う
の
で
）
そ
の
こ
と
に
よ
り
刑
の
加
重
を
行
う
こ
と
は
せ
ず
、
本
真
そ
の
ま
ま
の
刑
を
も
っ
て
論
ず
る
こ
と
、
ま
た
申
渡
を
守
っ
て
立

帰
っ
た
な
ら
ば
、
本
罪
相
当
よ
り
一
等
減
軽
す
べ
き
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
本
条
は
、
右
の
規
定
の
形
式
か
ら
も
明

ら
か
な
ご
と
く
、
そ
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、
犯
罪
の
種
類
を
問
わ
ず
一
様
に
減
軽
の
対
象
と
し
て
い
た
か
ら
、
前
述
自
訴
が
盗
罪
に
お

い
て
こ
れ
を
否
定
し
て
い
た
の
と
大
き
な
相
違
を
な
し
て
い
る
。

　
以
下
、
本
条
の
適
用
に
よ
り
刑
の
減
軽
さ
れ
た
仕
置
例
を
、
論
罪
が
礫
、
火
罪
な
ど
の
死
罪
よ
り
重
い
犯
罪
の
ば
あ
い
と
、
右
回
が
死

罪
以
下
の
ば
あ
い
、
に
分
っ
て
概
観
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
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二
　
本
罪
が
死
罪
よ
り
重
い
刑
罰
の
ば
あ
い
ひ

　
前
述
の
ご
と
く
・
本
条
に
よ
る
減
軽
は
犯
罪
の
種
類
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
犯
罪
に
適
用
さ
れ
た
。
し
た
が
ウ
て
、
そ
の
断
罪
も
礫
、

火
罪
、
獄
附
以
下
も
ろ
も
ろ
の
種
類
に
わ
た
っ
て
い
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
一
般

に
死
罪
以
上
の
重
罪
と
さ
れ
て
い
た
本
塁
の
減
軽
に
お
い
て
も
、
刑
の
減
軽
の
原
則
を
示
し
た
百
箇
鮮
魚
百
三
條
の
「
謡
本
罪
一
等
輕
キ

御
仕
置
之
事
、
死
罪
ハ
遠
島
重
追
放
」
な
る
規
定
が
拡
張
さ
れ
て
準
用
さ
れ
、
本
組
死
罪
の
ば
あ
い
同
様
、
遠
島
た
る
べ
き
も
の
と
さ
れ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
Y
本
直
礫
の
も
の
が
牢
屋
類
焼
の
節
切
放
た
れ
、
の
ち
帰
算
し
た
事
例
に
つ
き
、
明
和
九
年
・
其
所
二
て
礫
二
可
成
も
の
牢

屋
類
焼
之
節
立
蹄
候
儀
二
付
評
議
は
、

　
　
此
儀
御
尋
之
通
塞
其
所
礫
之
本
塁
二
て
一
等
遍
く
遠
嶋
二
て
は
ゆ
る
ミ
過
候
得
共
御
定
書
一
二
等
輕
キ
御
仕
置
死
罪
は
遠
嶋
重
追
放

　
　
と
有
之
傑
火
罪
獄
門
之
一
等
輕
キ
御
仕
置
別
毅
之
御
定
無
御
座
候
さ
ん
外
三
人
は
關
所
山
越
い
た
し
候
二
准
候
科
之
も
の
二
て
一
旦

　
　
御
法
度
背
候
得
共
牢
屋
類
焼
之
節
放
遣
牢
屋
敷
之
申
渡
を
相
撃
立
錦
候
も
の
共
二
御
座
候
間
大
隅
車
井
之
通
見
嶋
被
仰
付
可
然
哉
二

　
　
奉
存
候

　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
　
　
　
評
議
之
通
濟

と
の
べ
、
御
定
書
は
礫
、
火
罪
等
の
一
等
軽
キ
御
仕
置
に
つ
い
て
別
段
何
の
定
め
も
な
く
、
た
し
か
に
、
礫
の
本
罪
で
一
等
軽
く
遠
島
で

は
「
ゆ
る
ミ
過
」
の
よ
う
で
も
あ
る
が
、
と
も
か
く
牢
屋
敷
の
申
渡
を
守
っ
て
立
帰
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
遠
島
と
評

議
し
て
い
る
し
、
同
様
に
、
本
罪
引
廻
し
之
上
火
罪
の
も
の
に
関
す
る
、
明
和
九
年
・
附
粗
い
た
し
候
も
の
牢
屋
類
焼
之
節
立
蹄
候
儀
二

付
評
議
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
本
源
爲
可
致
盗
火
を
附
候
も
の
二
御
座
網
間
監
物
伺
之
通
引
廻
し
之
上
火
罪
相
當
二
御
座
候
庭
牢
屋
類
焼
之
里
塚
遣
立
蹄
候
間
御
定
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芸ム
両全 説

　
　
り
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
ひ
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
コ
む
　
む
　
む
　
む
　
む

　
　
博
通
一
等
輕
可
申
付
も
の
二
御
座
候
一
等
輕
キ
御
仕
置
死
罪
は
遠
嶋
重
追
放
之
御
定
二
て
火
罪
之
一
等
輕
キ
御
仕
置
別
段
二
は
無
熱

　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
座
獲
得
共
火
を
附
候
も
の
を
遠
嶋
又
は
入
墨
敲
ハ
相
刷
り
鋼
車
敷
別
紙
類
例
を
見
合
趣
意
同
様
二
も
可
有
之
哉
立
付
遠
嶋
二
三
し
永

　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　

　
　
牢
可
申
付
旨
被
仰
渡
可
然
哉
二
奉
存
候

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
，

　
　
　
　
評
議
四
通
濟

と
の
べ
、
牢
屋
類
焼
の
思
立
翻
っ
た
以
上
「
御
定
之
通
」
一
等
減
軽
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
一
等
輕
キ
御
仕
置
死
罪
は
遠
島
重
追
放
の
御
定

は
あ
る
が
、
火
罪
の
山
等
等
キ
御
仕
置
に
つ
い
て
は
規
定
が
な
く
、
か
と
い
っ
て
放
火
犯
人
を
遠
島
ま
た
は
入
墨
敲
と
い
う
の
も
相
当
し

な
い
か
ら
、
遠
島
に
准
じ
て
永
牢
を
申
付
く
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
、
本
罪
が
一
等
輕
キ
御
仕
置
に
つ
い
て
、
御
定
書
に
規
定
の
な
い
死
罪
よ
り
重
い
極
刑
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
ば
あ
い
で
も
牢
屋
立
帰
に
よ
る
減
軽
に
お
い
て
は
一
等
減
軽
の
規
定
が
拡
張
さ
れ
、
と
も
か
く
死
刑
を
避
け
る
た
め
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

等
軽
い
遠
島
ま
た
は
そ
れ
に
准
ず
る
永
牢
に
ま
で
減
軽
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
条
の
一
等
減
軽
は
原
則
と
し
て
一
等
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

軽
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
一
等
減
軽
し
て
も
な
お
死
刑
と
い
う
ば
あ
い
は
、
遠
島
に
な
る
ま
で
そ
れ
以
上
の
減
軽
を
も
す
る
と
い
う
趣
旨

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

．
三
　
本
罪
が
死
罪
以
下
の
ば
あ
い
。

　
本
罪
死
罪
以
下
の
刑
の
減
軽
は
、
御
定
書
第
百
三
條
「
御
仕
置
仕
形
曲
事
」
に
み
え
る

　
追
加
、
延
享
二
年
極

　
．
一
　
自
本
罪
一
等
輕
キ
御
仕
置
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死
罪
ハ
　
　
遠
島
重
追
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
島
ハ
　
　
中
追
放

　
　
　
　
　
　
　
　
但
都
而
右
之
輕
重
二
可
心
得
事
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徳川幕府刑法における刑の加重減輕（二・完）　（石塚）

な
る
規
定
に
よ
り
、
ほ
ぼ
機
櫨
的
に
処
理
せ
ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
寄
場
逃
亡
の
科
に
よ
り
死
罪
の
と
こ
ろ
、
帰
牢
に
よ
り
減
軽
せ

ら
れ
、
死
罪
の
一
等
輕
キ
は
遠
嶋
、
重
追
放
で
あ
る
か
ら
重
追
放
と
伺
う
べ
き
で
あ
る
が
、
前
科
に
す
で
に
重
追
放
が
あ
る
と
い
ケ
理
由
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）
　
、

遠
島
に
処
せ
ら
れ
た
例
、
か
た
り
事
、
蔵
書
の
ゆ
え
を
も
っ
て
死
罪
た
る
べ
き
も
の
が
減
軽
せ
ら
れ
て
重
追
放
と
さ
れ
た
庵
の
細
身
冴
を
詐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）
．

り
公
用
の
人
馬
駕
籠
を
不
法
に
使
用
し
た
廉
で
死
罪
た
る
べ
き
も
の
が
重
追
放
に
減
軽
せ
ら
れ
た
例
、
旗
本
の
身
分
で
あ
り
な
が
ら
狼
籍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

を
働
き
傷
害
に
及
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
遠
島
た
る
べ
き
も
の
が
中
追
放
せ
ら
れ
た
事
例
、
あ
る
い
は
狼
籍
の
上
器
物
損
壊
の
廉
で
敲
之
上
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

携
の
も
の
が
減
軽
さ
れ
て
敲
と
さ
れ
た
例
等
々
、
こ
と
ご
と
く
右
の
原
則
に
し
た
が
っ
て
一
等
軽
く
、
す
な
わ
ち
二
段
下
の
刑
に
ま
で
減

軽
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
右
の
ご
と
き
通
常
の
刑
罰
体
系
に
規
定
の
な
い
、
武
士
特
有
の
刑
罰
に
つ
い
て
は
そ
の
減
軽
の
方
法
に
つ
き
、
と
く
に
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

論
の
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
本
罪
御
扶
持
召
放
の
御
家
人
に
つ
き
、
一
等
減
軽
し
て
五
十
日
押
込
と
伺
っ
た
掛
奉
行
の
見
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
対
し
、
御
扶
持
召
放
を
一
等
減
軽
し
て
五
十
日
押
込
は
ゆ
る
み
過
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
出
さ
れ
、
評
議
の
結
果
御
扶
持
召
放
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

り
軽
い
刑
と
い
え
ば
、
　
「
其
身
一
代
切
之
小
普
請
入
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
で
は
一
段
普
い
だ
け
で
一
等
軽
い
と
い
う
こ
と
に

は
な
ら
ず
、
閉
門
、
逼
塞
と
い
っ
た
刑
も
あ
る
け
れ
ど
も
軽
キ
御
家
人
の
ば
あ
い
は
押
込
で
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　

結
局
、
五
十
旧
押
込
と
い
う
こ
と
で
落
着
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
冒
頭
に
掲
げ
た
第
百
三
條
の
原
則
通
り
、
一
等
減
軽
と
い
う
の
は
二
段

下
の
刑
に
減
ず
る
こ
と
で
あ
り
、
一
つ
下
は
二
段
輕
」
だ
け
で
あ
る
と
し
て
斥
け
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
べ
て
き
た
第
百
三
条
に
よ
る
刑
の
減
軽
の
原
則
は
、
当
時
の
一
般
的
な
刑
罰
体
系
を
念
頭
に
お
い
て
建
て
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
独
自
の
刑
罰
体
系
を
も
っ
て
い
た
盗
罪
の
ば
あ
い
は
、
本
条
と
は
別
の
盗
賊
御
仕
置
段
取
に
し
た
が
・
っ
て
減
軽
の

行
わ
れ
允
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
む
ろ
ん
、
そ
0
ば
あ
い
で
も
、
一
等
軽
く
と
い
う
の
が
二
段
下
の
刑
に
ま
で
減
軽
す
る
と
い
う
原

則
は
守
ら
れ
て
は
い
る
が
、
盗
罪
独
特
の
複
雑
な
再
犯
の
問
題
と
も
絡
ん
で
少
々
厄
介
な
取
扱
い
を
示
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
な
の
で
、
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論説

以
下
こ
の
点
に
つ
い
て
若
干
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
さ
て
、
盗
罪
に
よ
り
死
罪
た
る
べ
き
も
の
が
、
扇
等
減
軽
さ
れ
る
ば
あ
い
、
盗
賊
御
仕
置
段
取
に
よ
れ
ば
死
罪
の
一
等
軽
キ
は
入
墨
敲

で
あ
る
か
ち
、
た
と
え
ば
忍
入
之
盗
、
固
辞
明
之
盗
な
ど
に
よ
り
死
罪
の
も
の
が
一
等
減
軽
さ
れ
る
と
き
は
入
墨
敲
と
さ
れ
允
の
は
い
う

　
　
　
　
（
一
一
）

ま
で
も
な
い
。
し
か
る
に
、
こ
の
ば
あ
い
同
じ
く
盗
に
よ
る
死
罪
で
も
、
そ
れ
が
入
墨
以
後
の
又
候
盗
、
す
な
わ
ち
盗
再
犯
に
よ
る
死
罪

の
こ
・
と
く
、
前
科
に
入
墨
の
あ
る
ば
あ
い
は
特
別
の
取
扱
い
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
文
化
三
年
・
御
仕
置
相
決
候
囚
・
人
牢
屋

敷
類
焼
之
節
放
遣
立
蹄
候
ユ
付
御
仕
置
評
議
は
、

　
　
此
儀
御
定
書
二
入
墨
二
成
重
畳
後
又
候
導
い
た
し
候
も
の
死
罪
と
有
之
二
見
合
死
罪
相
富
盛
も
の
置
付
明
和
九
辰
年
評
議
二
御
下
ケ

　
　
被
藩
候
中
野
監
物
火
附
盗
賊
春
寒
位
相
伺
候
芝
無
宿
入
墨
長
吉
儀
画
い
た
し
入
牢
い
た
し
病
氣
脇
付
溜
預
二
成
候
庭
竃
内
囚
人
と
申

　
　
合
百
騒
動
候
脚
付
入
墨
之
上
中
追
放
二
成
猶
太
盗
不
悪
止
御
播
場
所
不
立
去
小
盗
い
た
し
金
宝
分
と
鏡
拾
六
貫
六
百
文
盗
取
候
二
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
Q
　
O
　
O
　
O
、
○

　
　
死
罪
と
相
伺
評
議
之
上
伺
面
通
死
罪
相
當
二
御
座
重
慶
牢
屋
類
焼
之
節
放
遣
し
立
蹄
候
も
の
二
御
座
候
牢
屋
焼
失
嘉
節
放
遣
し
立
蹄

　
　
O
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
Q
o
　
o
　
o
　
◎
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
O
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
o
　
か

　
　
候
ハ
＼
本
罪
相
當
よ
り
轡
等
憎
く
可
申
付
旨
之
御
定
二
審
入
墨
敲
相
當
可
仕
哉
ユ
御
座
候
慮
先
達
て
入
墨
二
成
罷
在
候
も
の
二
付
重

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
り
　
む
　
　
　
む

　
　
敲
申
付
先
達
て
女
御
描
場
所
え
立
入
下
間
敷
旨
可
申
渡
段
被
仰
渡
可
然
哉
と
申
上
其
通
相
濟
候
例
有
之
此
も
の
は
前
科
二
追
放
は
無

　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
　
之
入
墨
有
之
候
間
右
例
二
見
合
重
敲

　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
一
）

　
　
　
　
評
議
四
通
濟

と
の
べ
て
、
盗
に
よ
り
死
罪
の
も
の
が
一
等
減
軽
さ
れ
れ
ば
通
常
入
墨
敲
に
な
る
の
で
あ
」
る
け
れ
ど
も
、
入
墨
以
後
の
又
候
盗
に
よ
っ
て

死
罪
と
な
る
べ
き
も
の
の
減
軽
に
お
い
て
は
、
す
で
に
前
科
で
入
墨
を
科
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
重
ね
て
入
墨
を
附
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
三
）

る
こ
と
な
く
、
た
ん
に
重
敲
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
な
お
こ
の
ば
あ
い
、
同
じ
く
盗
再
犯
に
よ
り
死
罪
と
な
る
ば
あ
い
で
も
、
允
ん
に
入
墨
重
敲
後
の
盗
と
い
う
の
で
は
な
く
、
入
墨
之
上
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

中
追
放
後
の
盗
の
ご
と
く
、
追
放
が
加
わ
っ
て
い
る
ば
あ
い
は
、
入
墨
後
の
盗
再
犯
同
様
、
重
敲
に
処
し
た
上
、
「
先
達
て
之
御
溝
場
所

え
立
入
申
間
敷
」
と
か
、
あ
る
い
は
「
重
敲
申
付
是
迄
之
御
仕
置
可
相
守
」
と
か
の
ご
と
く
、
前
科
の
追
放
も
そ
の
ま
ま
附
随
し
た
。
す

な
わ
ち
、
文
政
十
二
年
・
越
後
國
無
宿
入
墨
下
血
御
構
之
地
響
立
入
撞
い
た
し
候
一
件
評
議

　
　
浪
界
御
構
場
所
江
立
入
候
不
屈
も
有
之
候
得
共
盗
再
犯
之
方
重
之
不
届
面
付
入
墨
二
成
候
以
後
又
候
盗
い
た
し
候
も
の
死
罪
と
有
之

　
　
御
定
二
見
合
死
罪
相
當
之
も
の
二
御
座
候
庭
牢
屋
敷
類
焼
之
節
放
早
立
蹄
候
ハ
＼
本
営
相
當
よ
り
一
等
善
く
可
申
付
旨
有
之
御
定
井

　
　
文
化
三
寅
年
牢
屋
類
焼
耳
塞
放
遣
し
立
蹄
候
囚
人
共
之
内
盗
賊
御
仕
置
弛
方
段
取
一
座
相
談
之
上
取
極
重
上
候
書
面
を
も
見
合
入
墨
敲

　
　
二
相
當
候
間
今
般
評
議
い
た
し
申
上
露
別
紙
同
人
相
伺
候
小
菅
村
無
宿
元
能
事
由
五
郎
同
様
最
初
之
入
墨
二
不
拘
二
又
入
墨
申
付
相

　
　
當
二
可
有
毒
座
候
二
付
死
罪
可
融
付
庭
牢
屋
類
焼
売
節
放
遣
立
錦
繍
間
入
墨
敲
申
付
先
達
而
之
御
溝
場
所
斎
忌
い
た
す
間
敷
旨
申
渡

　
　
　
御
差
圖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
四
）

　
　
　
　
　
　
死
罪
可
申
付
庭
牢
屋
類
焼
之
節
放
し
遣
立
直
二
曲
重
敲
申
付
是
迄
之
御
仕
置
蔵
相
守

　
と
こ
ろ
で
、
盗
に
お
け
る
減
軽
が
上
述
の
ご
と
く
本
罪
死
罪
で
は
な
く
、
引
廻
し
之
上
死
罪
の
ば
あ
い
に
は
多
少
問
題
が
あ
り
、
判
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
）

の
態
度
も
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
天
明
八
年
・
南
傳
馬
竪
穴
丁
目
勘
八
方
二
居
候
常
五
郎
説
い
た
し
候
一
件
は
こ
れ
を
盗

賊
御
仕
置
凌
取
に
し
た
が
っ
て
、
入
墨
之
上
重
敲
と
し
た
が
、
一
方
、
文
化
四
年
・
菅
ケ
谷
無
宿
常
松
事
谷
五
郎
外
三
人
耀
い
た
し
候
一

（
一
六
）

件
で
は
、
一
般
御
仕
置
段
取
に
し
た
が
っ
て
減
軽
し
遠
島
と
判
決
し
て
い
る
。
　
惟
う
に
、
　
前
者
は
一
件
が
盗
罪
に
関
す
る
も
の
な
る
こ

と
に
着
眼
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
し
、
後
者
は
、
本
罪
が
引
廻
し
之
上
死
罪
と
い
う
盗
賊
御
仕
置
段
取
に
な
い
「
引
廻
し
」
の
附
加
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
盗
賊
御
仕
置
の
増
外
と
み
な
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
徳
川
刑
法
に
お
け
る
刑
の
減
軽
が
盗
と
盗
以
外
の
犯
罪
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
御
仕
置
段
取
に
し
た
が
っ
て
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
、
し
か
も
問
題
は
多
く
盗
罪
に
関
す
る
刑
の
減
軽
に
お
い
て
生
じ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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と
の
占
だ
つ
い
て
は
、
第
一
に
、
本
条
の
減
禁
再
犯
者
に
適
用
さ
れ
る
ば
あ
い
、
．
そ
の
纏
に
よ
る
科
刑
は
前
科
の
刑
以
下
で
あ
つ
い

　
　
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
、
本
条
に
よ
り
減
軽
さ
れ
た
も
の
が
再
犯
を
し
た
ば
あ
い
、
再
犯
の
科
刑
の
基
礎
と
さ
れ
　
ひ

　
　
る
の
は
、
前
科
の
刑
で
は
な
く
、
前
科
に
治
い
て
減
軽
さ
れ
て
科
刑
さ
れ
た
刑
で
あ
っ
た
と
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
妊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
．
ま
ず
第
一
点
に
つ
8
て
は
、
　
文
政
十
二
年
・
潜
没
無
宿
兼
五
郎
入
墨
を
清
御
溝
之
地
江
立
入
博
突
い
た
し
候
一
件
評
議
に
、
　
「
三
儀

　
　
吟
味
書
之
趣
二
而
は
入
墨
を
消
紛
し
御
駕
場
所
江
立
入
博
溶
い
た
し
井
勝
鏡
帯
代
り
掻
敷
品
と
乍
心
附
衣
類
等
受
取
置
候
も
の
二
付
入
墨

　
　
を
抜
御
構
之
春
江
立
量
器
も
の
入
墨
之
上
前
々
御
仕
置
よ
り
一
等
重
く
可
申
付
但
入
墨
以
上
二
可
申
付
悪
事
い
た
し
菰
野
＼
死
罪
と
有
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
へ
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　

　
　
御
定
二
見
合
今
般
之
兼
五
郎
は
入
墨
以
上
二
可
申
付
悪
事
二
は
無
二
候
間
如
元
入
墨
之
上
重
追
放
二
而
相
當
可
聖
慮
牢
屋
敷
類
焼
之
節
放

　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

　
　
垣
立
上
士
も
の
二
付
牢
屋
焼
失
之
置
放
遣
立
露
候
ハ
＼
本
単
相
當
よ
り
一
等
輕
く
可
申
付
と
有
之
御
定
二
而
立
元
入
墨
之
上
長
追
放
二
相

　
　
Q
　
O
　
O
　
◎
　
O
　
◎
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
Q
　
O
　
O
　
Q
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
　
　
　
　
　
（
一
七
）

　
　
當
候
虞
前
科
中
追
放
之
も
の
ユ
付
右
御
仕
置
6
引
下
面
而
ハ
難
申
付
候
間
…
…
…
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
減
軽
に
よ

　
　
る
科
刑
が
前
科
の
刑
よ
り
軽
い
の
は
不
当
で
あ
る
と
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
　
同
様
の
態
度
縁
文
政
十
二
年
・
上
総
國
下

　
　
植
野
村
里
吉
方
二
居
候
黒
八
御
構
場
所
江
立
入
候
一
件
に
お
い
て
も
、
前
科
中
追
放
で
御
構
場
へ
立
入
の
上
入
墨
以
下
の
悪
事
を
し
た
廉

　
　
で
一
等
禦
ぐ
重
追
放
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
、
牢
屋
類
焼
の
節
立
帰
っ
た
こ
と
に
よ
り
一
等
減
軽
さ
れ
て
輕
追
放
と
す
る
の
は
、
前
科
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
）

　
　
軽
く
な
り
不
当
で
あ
る
と
し
、
　
「
是
迄
之
御
仕
置
相
守
御
構
場
所
黒
瀬
致
間
敷
津
可
申
渡
」
と
評
議
し
て
い
る
も
の
等
に
も
み
ら
れ
る
と

　
　
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
　
　
つ
ぎ
に
第
二
の
点
に
つ
い
で
は
、
文
政
十
二
年
・
淺
草
箒
寺
町
本
塁
寺
地
内
三
助
抱
非
人
金
藏
盗
い
た
し
候
一
件
評
議
が
す
こ
ぶ
る
明

　
　
快
に
説
明
し
て
い
る
。
曰
く
、
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此
儀
先
達
而
牢
屋
類
焼
之
節
放
遣
立
憲
候
二
什
手
鎖
椙
當
之
仕
置
可
申
付
旨
磯
多
書
左
衛
門
五
引
渡
二
相
成
候
臨
監
又
犯
科
之
も
の

　　

�
�
ｾ
共
雑
聾
罪
聾
壌
郭
彗
檜
蔓
紫
憲
藤
野
毒
蓼
幾
瀕
霜
晦
群
舞
浮
管
聾
舞

　
’
途
中
二
而
小
盗
い
た
し
候
も
の
敲
と
有
之
御
定
二
而
伺
之
通
敲
可
申
付
猛
撃
入
営
儀
丁
付
相
當
之
仕
置
可
申
付
旨
申
渡
穣
多
弾
左
衛

　
　
三
江
引
渡
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
．
　
　
．
，
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
，
，
　
　
　
　
　
　
　
－
，

　　

@　

す
な
わ
ち
、
前
科
が
盗
に
よ
り
敲
の
と
こ
ろ
、
牢
屋
焼
失
の
節
立
帰
っ
た
こ
と
に
よ
り
一
等
減
軽
さ
れ
て
手
鎖
と
な
っ
た
の
ち
、
敲
相
当

の
途
中
之
盗
再
犯
に
及
ん
だ
も
の
に
対
し
、
前
科
で
減
軽
を
う
け
て
手
鎖
と
な
っ
た
以
上
、
盗
再
犯
の
罪
科
に
問
う
べ
き
で
は
な
い
と
し
、

た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
は
っ
き
り
、
前
科
に
お
い
て
一
旦
減
軽
を
う
け
れ
ば
再
犯
の
ば
あ
い
は
減
軽
を
う
け
た
刑
を
前
提
と
し
て
考

え
る
べ
き
こ
と
を
の
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（一

j
　
日
本
近
世
行
刑
史
稿
、
上
、
三
〇
三
頁
。

（
二
）
　
古
類
集
二
（
一
〇
九
）
明
和
九
・
其
所
二
て
礫
二
可
成
も
の
牢
屋
類
焼
之
節
立
露
候
儀
二
付
評
儀
。

（
三
）
　
古
類
集
二
（
一
〇
八
）
明
和
九
・
螢
火
い
だ
し
候
も
の
牢
屋
類
焼
五
節
立
藩
候
二
二
付
評
議
。
同
旨
、
徳
川
時
代
裁
判
事
例
績
刑
事
之
部
一

　
　
〇
六
一
一
〇
七
頁
、
文
化
三
・
遺
恨
を
以
て
小
屋
を
焼
彿
ひ
し
塵
牢
屋
類
焼
之
節
相
違
な
く
露
草
せ
し
者
。

（
四
）
　
な
お
、
本
堤
獄
門
に
し
て
遠
島
に
減
軽
せ
ら
れ
た
例
と
し
て
、
新
類
集
二
（
五
〇
）
文
化
三
・
御
仕
置
相
決
候
囚
人
牢
屋
敷
類
焼
之
函
嶺
遣

　
　
立
蹄
二
付
御
仕
置
評
議
に
お
け
る
権
次
郎
一
件
評
議
。

（
五
）
　
徳
川
時
代
裁
判
事
例
刑
事
之
部
七
八
二
一
七
八
三
頁
、
文
政
十
二
・
死
罪
相
當
立
動
に
し
て
牢
屋
焼
失
の
際
申
渡
を
守
り
減
等
せ
ら
れ
し
者
。

（
六
）
　
徳
川
時
代
裁
判
事
例
刑
事
上
部
九
一
八
一
九
二
二
頁
、
文
政
十
二
・
呉
服
物
街
取
其
上
詐
偲
を
以
て
屡
駕
籠
訴
及
ひ
し
給
付
死
罪
に
流
せ
ら

　
　
る
へ
き
に
牢
屋
延
焼
放
た
れ
し
時
復
蹄
せ
し
に
依
り
宥
恕
せ
ら
れ
し
者
。

（
七
）
　
徳
川
時
代
裁
判
事
例
刑
事
之
部
八
四
九
一
八
五
〇
頁
、
安
永
二
・
官
吏
を
詐
稻
し
宿
学
に
て
無
賃
の
入
馬
を
使
用
せ
し
科
死
罪
相
當
な
る
に

　
　
牢
屋
井
溜
延
焼
放
た
れ
し
時
復
蹄
せ
し
に
付
宥
恕
せ
ら
れ
し
者
共
。
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説誓ム
資冊

（
八
）
　
徳
川
時
代
裁
判
事
例
刑
事
之
部
九
七
一
一
九
九
四
頁
、
安
永
元
・
旗
本
の
身
分
市
店
於
て
暴
動
の
末
人
を
傷
せ
し
科
流
刑
相
當
な
る
に
牢
屋

　
　
延
焼
放
た
れ
し
時
復
旧
減
等
せ
ら
れ
し
者
共
。

（
九
）
　
徳
川
時
代
裁
判
事
例
綾
刑
事
之
部
三
二
四
頁
、
牢
屋
類
焼
之
節
放
遣
立
婦
候
類
。

（
一
〇
）
　
古
類
集
（
一
〇
七
）
明
和
九
・
御
扶
持
方
可
被
召
放
御
家
人
牢
屋
類
焼
之
節
立
婦
候
儀
二
付
評
議
。
左
の
ご
と
し
。

　
　
　
　
　
…
…
…
儀
先
達
て
御
扶
持
召
放
と
相
輿
置
候
虞
牢
屋
類
焼
之
節
放
遣
立
蹄
候
二
部
一
等
豪
く
五
十
日
押
込
可
被
仰
付
哉
之
段
申
上
候
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
　
　
　
右
は
御
家
入
之
儀
御
扶
持
召
放
候
本
曲
に
て
一
等
輕
く
五
十
日
押
込
二
て
は
ゆ
る
み
過
候
儀
二
は
無
量
哉
之
段
大
隅
守
え
御
尋
有
之
御

　
　
　
　
　
答
書
差
上
候
得
共
可
右
御
仕
置
當
評
議
仕
可
申
上
呂
下
中
聞
耳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
　
　
　
　
此
儀
御
家
人
之
御
定
は
無
御
座
候
露
虫
遠
嶋
二
可
成
も
の
牢
屋
類
焼
之
節
放
直
立
蹄
候
得
は
百
姓
町
人
同
檬
御
定
之
通
一
等
輕
く
中

　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
　
　
　
　
追
放
二
相
成
候
間
夫
よ
り
輕
キ
御
仕
置
二
可
成
も
の
連
も
同
様
二
可
有
之
緊
密
御
家
人
二
て
御
扶
持
召
放
よ
り
輕
キ
ハ
其
身
一
代
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
　
　
　
　
之
小
普
請
入
被
仰
付
候
得
共
是
連
も
一
段
輕
二
御
座
候
間
一
等
拓
く
可
申
付
御
定
え
は
相
星
雨
雲
閉
門
逼
塞
等
之
御
替
も
御
座
候
得

　
　
　
　
　
　
受
壷
キ
御
家
人
は
日
数
之
多
少
ハ
格
別
押
込
二
て
相
當
可
仕
候
哉
勿
論
御
奉
公
筋
二
藍
候
悪
事
二
丁
ハ
＼
差
略
も
可
有
御
座
候
得
共

　
　
　
　
　
　
大
橋
惣
左
衛
門
柳
長
十
郎
と
も
二
御
薗
公
簿
二
拘
り
候
儀
ニ
ハ
無
憂
段
大
隅
守
髄
上
盤
上
大
隅
守
旧
答
書
之
内
二
申
上
候
町
人
所
梯

　
　
　
　
　
　
二
可
相
成
も
の
立
蠕
三
十
日
押
込
被
仰
付
候
二
見
合
候
得
は
爾
人
と
も
百
日
二
も
及
不
申
大
隅
守
伺
之
通
五
十
日
押
込
被
仰
付
可
然

　
　
　
　
　
　
哉
二
奉
存
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
評
議
之
通
濟

（
＝
）
　
新
類
集
二
（
五
〇
）
文
化
三
。
御
仕
置
相
決
候
囚
人
牢
屋
類
焼
之
粗
放
押
立
回
雪
側
付
御
仕
置
評
議
に
お
け
る
當
時
無
宿
高
槻
鹿
右
衛
門

　
　
　
一
件
。

（
一
二
）
　
前
註
（
一
一
）
所
引
判
例
に
お
け
る
、
麹
町
無
宿
入
墨
金
次
郎
一
件
。

（
＝
二
）
　
し
た
が
っ
て
、
初
犯
が
死
罪
相
当
の
忍
入
超
盗
、
固
辞
明
之
盗
で
な
く
と
も
、
前
科
に
入
墨
な
く
、
御
構
場
立
入
の
上
入
墨
以
上
の
悪
事
（

　
　
す
な
わ
ち
盗
を
し
た
こ
と
に
よ
り
死
罪
と
さ
れ
た
ば
あ
い
の
一
等
減
軽
は
、
初
犯
死
罪
の
盗
の
ば
あ
い
と
同
じ
取
扱
い
を
示
し
た
。
た
と
え
ば

　
　
天
保
類
集
五
九
（
十
五
）
天
保
四
。
清
村
無
宿
七
衛
門
聡
い
た
し
候
一
件
参
照
。

（
一
四
）
　
天
保
類
集
六
十
（
六
）
文
政
十
二
・
越
後
無
宿
入
墨
爆
雷
御
構
之
地
江
立
入
盗
い
た
し
候
一
件
。

（一

ﾜ
）
　
古
類
集
十
一
（
六
三
二
）
天
明
八
。
南
傳
馬
町
戴
丁
目
勘
八
方
二
居
候
常
五
郎
盗
い
亡
し
候
一
件
。
も
っ
と
も
、
本
件
に
お
い
て
は
、
忍
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徳川幕府刑法における刑の加重減輕（二・完）　（石塚）

入
之
盗
五
度
以
上
の
科
で
引
廻
し
之
上
死
罪
の
も
の
の
減
軽
に
つ
き
、
入
墨
之
上
重
敲
と
伺
っ
た
掛
奉
行
の
見
解
に
対
し
、
評
定
所
評
議
は
明

和
九
年
の
先
例
に
よ
っ
て
遠
島
と
評
議
し
た
が
、
老
中
は
こ
れ
を
斥
け
、

な
わ
ち
、
判
決
全
文
を
示
せ
ば
、

「
掛
り
伺
之
通
」
と
差
図
し
て
落
着
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
傳
馬
町
武
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
右
衛
門
店
勘
八
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
被
雇
居
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
左
衛
門
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
五
郎

右
之
も
の
儀
大
坂
無
宿
庄
七
事
大
坂
入
墨
忠
五
郎
盗
馴
致
旨
申
勧
候
連
同
意
い
た
し
申
合
町
家
所
々
〆
リ
有
之
所
路
次
或
は
塀
を
乗
越
入
側
を

切
破
〆
リ
を
明
ケ
又
は
戸
を
こ
ち
明
ケ
都
合
五
ケ
算
え
忍
ひ
入
或
は
戸
明
キ
有
之
所
え
這
入
金
銀
衣
類
反
物
其
外
品
々
盗
取
候
段
重
々
不
届
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

付
町
中
引
廻
し
之
上
死
罪
御
仕
置
可
申
付
哉
之
段
可
奉
伺
も
の
二
御
座
候
得
土
ハ
車
屋
敷
類
焼
之
節
放
遣
戸
慮
早
速
立
戻
候
二
付
入
墨
之
上
重
敲

親
市
左
衛
門
え
引
渡

　
此
儀
家
藏
え
忍
入
奮
悪
玉
候
共
五
度
以
上
之
度
数
致
盗
候
も
の
物
不
得
取
候
共
引
廻
し
之
上
死
罪
之
御
定
二
て
本
罪
引
廻
し
之
上
死
罪
二
相

　
下
り
候
得
共
牢
屋
敷
類
焼
之
節
立
蹄
り
候
も
の
二
御
座
候
明
和
九
騒
客
牧
野
大
隅
守
町
奉
行
露
虫
之
滑
降
之
上
御
仕
置
申
付
候
淺
草
無
宿

　
入
墨
庄
兵
衛
事
庄
五
郎
歯
車
々
寅
九
月
中
致
盗
候
依
科
重
敲
門
前
彿
二
相
成
候
後
事
事
不
厳
密
同
量
月
中
旬
以
來
町
名
井
ケ
所
不
畳
三
又
は

　
夜
中
町
家
入
口
錠
捻
切
戸
を
固
鎚
明
ケ
這
入
衣
類
其
外
物
数
五
拾
六
品
盗
取
同
夜
中
町
家
四
ケ
所
入
口
戸
田
錠
お
ろ
し
有
之
ひ
ち
坪
を
抜
或

　
は
錠
捻
切
這
入
衣
類
理
外
拾
七
品
盗
取
壼
品
ハ
淺
草
日
輪
寺
門
前
十
兵
衛
店
次
郎
兵
衛
え
遣
し
相
残
候
品
々
同
所
東
仲
町
家
持
質
屋
八
左
衛

　
笹
目
え
知
ル
人
相
頼
致
質
入
又
は
費
彿
都
合
金
武
爾
武
分
と
武
拾
三
貫
文
飴
之
内
五
百
文
下
谷
山
崎
町
壷
丁
目
佐
右
衛
門
店
新
八
事
喜
助
方

　
二
居
候
金
七
事
甚
八
え
遣
し
相
残
胴
金
鏡
不
運
遣
捨
候
段
不
届
至
極
二
付
引
廻
し
之
上
死
罪
可
申
付
塵
牢
屋
類
焼
之
節
放
遣
し
候
瑚
申
渡
を

　
相
守
立
飼
候
二
付
遠
嶋
申
付
候
例
二
見
合
遠
嶋

　
　
　
御
差
圖

　
　
　
　
　
　
掛
り
伺
之
通
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論説

（一

Z
）
　
撰
述
格
例
後
篇
四
ノ
下
（
六
）
文
化
四
・
菅
ケ
谷
無
宿
常
松
事
谷
五
郎
外
三
人
盗
い
た
し
候
一
件
。
判
決
全
文
を
示
せ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
村
無
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
吉

　
　
　
　
　
右
之
も
の
下
意
多
無
宿
谷
五
郎
と
申
合
上
州
東
平
井
村
円
満
寺
井
同
國
村
々
之
百
姓
家
睡
り
有
之
戸
を
固
僻
明
或
ハ
押
外
シ
都
合
拾
ケ

　
　
　
　
　
所
二
而
衣
類
金
銭
其
外
盗
取
候
始
末
不
属
国
付
御
定
之
通
引
廻
し
之
上
死
罪
と
可
相
憂
慮
牢
屋
類
焼
前
節
放
遣
立
錦
候
間
遠
嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
御
仕
置
附

　
　
　
　
　
補
導
罪
引
廻
し
之
上
死
罪
二
相
當
之
塵
牢
屋
類
焼
錯
節
放
遣
立
藩
候
も
の
二
重
明
和
九
界
年
牧
野
大
隅
守
町
奉
行
勤
役
之
節
伺
之
上
御

　
　
　
　
　
仕
置
申
付
魚
鱗
草
無
宿
入
墨
庄
兵
衛
事
庄
五
郎
昨
寅
九
湯
中
盗
い
た
し
候
依
科
重
敲
附
前
錦
二
相
成
候
後
悪
事
不
相
止
同
十
月
中
旬
似

　
　
　
　
　
來
町
名
井
田
不
畳
置
又
ハ
夜
中
町
家
入
口
錠
捻
切
戸
を
固
辞
明
ケ
這
入
衣
類
前
受
物
数
五
拾
六
口
咽
笛
取
半
夜
中
町
家
四
ケ
所
入
ロ
ニ
錠

　
　
　
　
　
前
落
し
有
之
壁
坪
を
抜
或
曲
管
品
切
這
入
衣
類
道
外
拾
七
品
盗
毒
言
品
ハ
鷺
草
日
輪
寺
門
前
憲
兵
衛
店
次
郎
兵
衛
江
遣
し
相
残
候
品
々

　
　
　
　
　
同
所
東
仲
町
家
持
質
屋
八
左
衛
門
方
量
知
人
相
頼
質
入
い
た
し
又
ハ
費
彿
都
合
金
武
爾
武
分
と
威
拾
三
貫
文
絵
之
内
五
百
文
下
谷
山
崎

　
　
　
　
　
町
壷
丁
目
佐
右
衛
門
店
新
八
事
喜
助
方
二
居
候
金
七
霊
感
八
雲
遣
し
相
残
金
銭
遣
端
麗
段
不
届
至
極
餌
付
引
廻
し
之
上
死
罪
可
申
付
庭

　
　
　
　
　
牢
屋
類
焼
之
節
放
遣
し
候
湖
申
渡
を
相
守
立
藩
候
二
幅
遠
寄
申
付
候
例
二
見
合
遠
嶋

　
　
　
こ
こ
で
も
、
前
註
（
一
六
）
の
評
議
同
様
明
和
九
年
置
先
例
を
援
用
し
て
遠
島
と
し
て
お
り
、
天
明
八
年
判
決
と
真
向
か
ら
対
立
し
て
い
る
。

（
一
七
）
　
天
保
類
集
五
九
（
二
）
文
政
十
二
・
露
草
無
宿
兼
五
郎
入
墨
を
消
御
構
之
二
千
立
入
博
変
い
た
し
候
一
件
。

（
一
八
）
　
天
保
類
集
五
九
（
四
）
文
政
十
二
・
上
窩
國
下
植
野
村
恒
吉
方
二
居
候
國
八
寸
構
場
所
江
立
入
専
一
件
、
同
旨
、
天
保
類
集
五
九
（
六
）

　
　
　
文
政
十
二
・
熊
谷
無
宿
長
兵
衛
長
脇
差
を
帯
御
構
之
地
江
立
入
候
一
件
。

（
一
九
）
　
天
保
類
集
六
四
（
十
）
文
政
十
二
。
淺
草
新
寺
町
本
説
寺
地
内
語
聖
母
非
人
金
藏
聡
い
た
し
候
一
件
。
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。



徳川幕府刑法における刑の加重減輕（二・完）（石塚）

　
百
箇
條
第
六
十
八
條
「
似
せ
秤
似
せ
枡
似
せ
朱
墨
持
候
も
の
御
仕
置
叙
事
」
に
は

　
寛
保
二
年
極

　
一
，
似
せ
秤
持
候
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
廻
之
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獄
門

　
　
　
　
但
掛
目
違
無
之
に
お
み
て
ハ
中
追
放

　
同
　
一
．
似
せ
枡
持
候
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
廻
之
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獄
門

　
　
　
、
但
入
目
違
無
之
に
お
み
て
ハ
中
追
放

と
い
う
二
條
を
設
け
て
い
る
が
、
さ
ら
に
第
百
條
「
名
目
重
相
聞
候
共
営
實
に
海
み
て
強
直
人
之
害
二
不
成
心
罪
科
輕
重
格
別
之
事
」
の

中
に
、
一

　
追
加

　
一
　
舛
秤
私
二
造
り
候
共
輕
重
大
小
本
様
二
品
相
違
ハ
他
藩
損
失
無
之
故
其
誉
三
婆
キ
事

と
し
て
、
た
と
い
似
秤
似
枡
を
つ
く
っ
た
に
せ
よ
、
そ
の
軽
重
大
小
が
真
物
と
同
じ
で
あ
る
な
ら
ば
第
三
者
に
損
失
は
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
刑
を
減
軽
す
べ
き
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
似
秤
似
枡
製
造
に
対
す
る
、
第
六
十
六
條
の
規
定
が
当
然
予
想
し
て
い

る
直
接
の
実
害
の
不
発
生
を
、
客
観
主
義
的
、
結
果
責
任
主
義
的
立
場
か
ら
眺
め
た
結
果
に
由
来
す
る
一
つ
の
修
正
と
み
と
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
同
様
の
観
点
の
も
と
で
同
じ
く
第
百
條
の
中
に
、

34　（5　●　6093）．571



論説

　
追
加

　
　
一
　
似
せ
薬
種
致
商
壷
候
も
の
ハ
死
罪
其
外
之
似
せ
も
の
人
命
二
か
＼
ら
さ
る
儀
ハ
其
答
メ
輕
キ
事

と
い
う
こ
と
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
、
同
じ
第
百
条
は
、
行
為
者
の
犯
意
そ
の
他
の
情
状
に
お
い
て
、
形
式
的
な
名
目
に
よ
る
そ
の
犯
罪
の
法
定
刑
が
重
き

．
に
失
す
る
と
解
せ
ら
れ
る
際
、
こ
れ
を
減
軽
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、

　
追
加

一

極
貧
之
も
の
思
子
を
同
輩
誉
者
之
養
子
二
遣
様
ハ
壷
候
も
同
然
二
面
故
養
父
意
外
江
費
候
共
人
を
勾
引
責
候
と
ハ
格
別
之
事

人
を
以
遠
も
の
を
還
送
候
者
本
人
同
然
之
罪
科
に
礎
盤
共
當
座
之
喧
嘩
二
而
入
を
上
質
も
の
に
被
頼
義
理
を
以
園
置
候
類
ハ
答
輕

キ
事
惣
野
送
禁
を
犯
候
も
の
有
之
時
三
楽
を
以
而
爲
可
訴
之
謹
書
を
書
巻
橋
之
作
り
名
門
判
を
押
里
馬
ハ
欲
心
を
剣
聖
入
を
欺
候
と
ハ

格
別
之
事
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等
の
条
文
を
設
け
て
い
る
。

　
い
ま
こ
れ
ら
を
綜
合
し
て
み
る
と
、
本
条
は
、
第
一
に
形
式
的
に
は
重
科
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
行
為
に
よ
る
実
害
の
不
発
生
と
い
う
事

実
を
客
観
主
義
的
に
観
察
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
減
軽
と
、
第
二
に
犯
意
そ
の
他
の
情
状
に
お
い
て
酌
量
が
必
要
な
り
と
み
と
め
ら
れ
、

ま
た
こ
れ
に
対
す
る
法
定
刑
が
重
き
に
失
す
る
と
い
う
ば
あ
い
に
、
こ
れ
に
減
軽
を
ほ
ど
こ
す
べ
し
と
す
る
、
い
わ
ば
主
観
主
義
的
な
側

面
よ
り
す
る
減
軽
と
を
包
括
的
に
「
名
目
重
相
聞
候
嘉
事
實
に
お
み
て
強
姦
人
溜
害
二
不
成
ハ
罪
科
輕
重
格
別
之
事
」
と
い
う
形
で
統
一

し
て
規
定
し
た
も
の
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
て
、
本
条
は
こ
れ
ら
各
種
の
減
軽
規
定
を
掲
げ
つ
つ
、
し
か
も
最
後
に
、

　
延
享
元
年
極



　
　
右
之
類
名
目
二
不
泥
其
主
意
を
糺
可
致
評
議
事

な
る
注
意
規
定
さ
え
設
け
て
い
る
の
は
、
科
條
類
典
に
よ
り
、

徳川幕府刑法における刑の加重減輕（二・完）（石塚）

一　　　　　一　　　一　一一

似
せ
薬
種
商
責
之
事

舛
秤
私
二
造
ル
も
の
之
事

極
貧
之
も
の
養
子
之
事

人
を
殺
候
も
の
を
園
置
候
者
之
事

惣
而
制
禁
を
犯
候
も
の
を
可
訴
た
め
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

　
此
五
ケ
條
御
仕
置
付
ケ
是
非
を
御
尋
之
繹
二
而
ハ
無
二
候
此
條
々
之
御
仕
置
御
定
ハ
相
極
り
有
之
候
を
名
目
に
不
泥
主
意
を
糺

　
候
得
と
讐
二
本
書
出
た
る
御
事
二
軸
仕
置
御
定
書
蟻
壁
渡
し
被
置
た
る
御
役
入
細
魚
心
得
之
た
め
被
載
絵
事

な
る
御
蝋
紙
を
法
文
化
し
た
も
の
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
た
だ
こ
の
御
砂
紙
に
よ
れ
ば
、
右
の
五
ケ
條
の
犯
罪
は
御
定
書
各
本
条
に

規
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
名
目
に
泥
ま
ず
、
　
そ
の
主
意
を
よ
く
吟
味
し
て
裁
判
す
る
よ
う
、
　
こ
の
五
項
目
を
「
讐
二
卜
書
出
た
る
御

事
」
で
あ
っ
て
、
御
定
書
適
用
に
あ
た
る
裁
判
官
の
と
く
に
注
意
す
べ
き
点
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
ζ
と
で
あ
る
。

い
い
か
え
る
と
、
本
条
に
掲
げ
た
五
項
目
の
減
軽
規
定
は
い
わ
ば
例
示
的
な
も
の
で
、
す
べ
て
こ
れ
に
類
す
る
名
目
重
き
犯
罪
で
も
実
害

の
な
い
も
の
、
あ
る
い
は
情
状
そ
の
他
に
お
い
て
掛
酌
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
充
分
そ
れ
ら
の
点
を
見
極
め
た
上
で
科
刑

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
に
出
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
条
は
こ
う
し
た
事
例
に
つ
い
て
主
観

的
に
も
客
観
的
に
も
情
状
酌
量
を
行
い
、
法
律
的
に
減
軽
を
な
す
べ
き
も
の
な
る
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
結
局
刑

罰
の
目
的
た
る
一
般
及
び
特
別
予
防
の
見
地
の
も
と
で
行
な
わ
れ
た
、
一
種
の
斜
酌
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

　
二
　
第
六
十
五
條
に
よ
る
減
軽

　
本
条
に
よ
る
減
軽
は
、
当
時
に
お
い
て
も
き
わ
め
て
特
殊
な
事
例
に
属
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
六
十
五
條
「
申
急
い
た
し
立
者
御
仕
置
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論説
旧
事
↑
・
に
、
、

　
延
享
元
年
極
・

　
一
　
主
人
親
之
悪
事
訴
出
超
時
之
捌
公
儀
江
懸
り
候
重
キ
品
ハ
可
遂
倉
議
若
訴
人
之
所
申
受
血
無
之
ハ
本
人
之
御
仕
置
相
當
よ
り
一
等

　
　
　
輕
ク
三
相
伺
之
訴
人
ハ
本
人
よ
り
猶
又
輕
ク
御
仕
置
面
相
面
面

　
　
　
　
但
右
回
外
私
事
訴
出
三
共
不
可
取
上
事

と
あ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
り
、
家
來
、
従
者
、
子
が
主
人
、
親
の
公
儀
に
対
す
る
重
き
犯
罪
を
告
発
し
た
ば
あ
い
、
告
発
さ
れ
た
主
人
や

親
の
刑
を
一
等
減
軽
す
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
。

、
元
来
、
封
建
道
徳
を
そ
の
支
柱
と
し
て
採
用
し
て
い
た
徳
川
刑
法
ぱ
、
主
人
、
親
を
私
事
に
関
し
て
告
訴
す
る
こ
と
は
固
く
禁
心
て
お

り
、
ま
た
、
告
訴
し
て
も
受
理
し
な
い
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
右
の
但
書
に
み
る
と
お
妙
で
あ
り
、
　
た
だ
、
主
人
、
親
に
非
違
の
存

し
難
儀
す
る
ば
あ
い
は
、
同
じ
く
第
六
十
五
條
の
、

　
延
享
元
年
極

　
一
　
主
人
親
非
道
温
品
有
之
而
難
儀
之
由
申
之
宥
免
之
心
願
出
歯
ハ
＼
名
主
五
人
組
井
親
類
之
も
の
呼
出
し
宜
取
計
候
様
二
可
申
付
事

の
規
定
に
し
た
が
っ
て
宥
免
願
な
る
も
の
を
差
出
す
こ
と
を
許
す
の
み
で
あ
っ
た
。

　
し
か
る
に
、
こ
の
ば
あ
い
で
も
主
入
、
親
が
公
儀
す
な
わ
ち
政
府
に
対
す
る
重
大
な
犯
罪
を
行
な
っ
た
と
き
に
は
、
例
外
と
し
て
従
者

や
子
の
告
発
を
許
し
た
の
は
、
封
建
権
力
の
利
益
の
た
め
に
は
主
従
親
子
の
封
建
道
徳
を
基
礎
と
し
た
右
の
原
則
を
破
る
こ
と
も
、
あ
え

で
許
容
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
訴
え
ら
れ
た
主
入
や
親
の
刑
が
一
等
軽
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
公
儀
の
た
め
に
、
あ

え
一
て
訴
出
た
従
者
や
子
の
行
為
の
効
果
に
基
く
、
反
射
的
恩
恵
と
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
他
面
、
従
者
や
子
は
そ
の
行

為
の
違
法
性
を
阻
却
き
れ
る
こ
と
な
く
、
た
だ
訴
え
ら
れ
た
主
人
、
親
の
刑
よ
り
も
軽
い
刑
に
処
せ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
か
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ら
、
こ
の
よ
う
な
規
定
が
現
実
に
い
か
な
る
効
果
を
発
揮
し
え
た
か
を
想
像
す
る
こ
と
は
、
か
な
り
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
き
わ
め
て
特
殊
な
例
に
属
す
る
と
は
い
え
、
本
条
の
規
定
す
る
、
従
者
・
子
の
告
発
に
よ
る
主
人
・
親
の
刑
の
一
等

減
軽
、
あ
る
い
は
訴
出
た
従
者
・
子
の
処
罰
等
は
、
封
建
社
会
の
刑
法
と
し
て
の
徳
川
刑
法
の
性
格
の
一
面
を
も
っ
と
も
鮮
明
か
つ
直
藏

に
示
す
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

★
徳
禁
後
、
四
、
二
】
九
頁
。

徳川幕府刑法における刑の加重減輕（二・完）（石塚）

四

　
以
上
、
わ
れ
か
れ
は
徳
川
刑
法
の
刑
の
加
重
・
減
軽
の
あ
り
方
を
御
定
書
、
判
例
を
中
心
と
し
て
一
通
り
概
観
し
て
き
た
。

　
い
ま
こ
れ
ら
を
総
括
し
て
み
る
と
、
ま
ず
徳
川
刑
法
の
刑
の
加
重
に
お
い
て
き
わ
め
て
特
徴
的
な
点
は
、
刑
の
加
重
と
い
う
と
き
通
常

考
え
ら
れ
る
、
常
習
犯
、
累
犯
、
併
合
罪
の
う
ち
、
併
合
罪
に
関
し
て
は
当
時
原
則
と
し
て
吸
収
主
義
を
と
り
、
そ
の
数
罪
中
一
番
重
い

犯
罪
に
つ
い
て
刑
を
論
ず
る
の
が
建
前
で
あ
っ
た
た
め
、
刑
の
加
重
の
問
題
は
起
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
、
今
日
の
観
念
に

よ
れ
ば
逃
走
罪
と
し
て
独
自
の
構
成
要
件
を
も
っ
た
犯
罪
で
あ
る
筈
の
、
「
牢
抜
」
、
「
手
鎖
外
シ
欠
落
」
、
「
宿
預
ケ
之
も
の
欠
落
」

等
が
刑
の
加
重
原
由
と
し
て
か
な
り
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
　
こ
れ
ら
の
刑
の
加
重
原
由
の
特
徴
を
概
括
し
て
み
る
と
、
　
ま
ず
常
習
犯
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
…
…
度
、
…
…
度
以
上
、

度
々
、
年
來
…
…
の
ご
と
く
規
定
し
、
　
そ
れ
ぞ
れ
加
重
し
た
刑
を
そ
の
各
本
条
の
上
に
明
溢
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
　
累
犯
に
お
い
て

も
、
二
度
目
入
墨
、
三
度
目
死
罪
、
あ
る
い
は
入
墨
後
の
盗
以
外
の
再
犯
重
敲
の
ご
と
く
、
そ
の
加
重
の
方
法
に
お
い
て
今
日
の
そ
れ
に

較
べ
れ
ば
き
わ
め
て
特
色
あ
る
方
法
を
と
っ
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
が
、
こ
の
ば
あ
い
と
く
に
わ
れ
わ
れ
の
注
意
を
ひ
く
の
は
、
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当
時
の
刑
罰
の
特
殊
性
に
由
来
す
る
、
珊
の
執
行
継
続
中
の
再
犯
、
す
な
わ
ち
追
放
刑
受
刑
中
の
再
犯
に
よ
る
刑
の
加
重
と
い
う
制
度
の

説　
　
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
，
　
　
　
」
，
　
、
　
、

論　
　
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
刑
の
執
行
継
続
中
の
再
犯
に
対
す
る
刑
の
加
重
は
、
既
述
の
ご
と
く

　
　
　
延
享
二
年
極

　
　
　
一
　
御
措
之
地
二
致
俳
徊
候
上
悪
事
い
た
し
候
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
墨
以
上
二
可
申
付
悪
事
二
候
い
＼
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
墨
二
可
申
付
程
之
悪
事
二
無
之
ハ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
之
御
仕
置
よ
り
一
等
重
ク
可
申
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
り
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
り
　
　
り

　
　
と
規
定
し
て
、
御
里
場
排
徊
の
上
入
墨
に
当
ら
な
い
悪
事
を
し
た
も
の
を
「
前
之
御
仕
置
よ
り
一
等
重
ク
可
申
付
」
と
し
て
い
る
の
に
対

　
　
し
、
一
方
、
牢
屋
逃
走
に
よ
る
刑
の
加
重
は
、

　
　
　
寛
保
二
年
極

　
　
　
一
　
牢
抜
出
候
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
罪
相
當
よ
り
一
等
重
ク
可
申
付

　
　
と
規
定
し
、
両
者
の
間
に
刑
の
加
重
の
方
法
に
つ
き
、
か
な
り
顯
著
な
相
違
が
存
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
再
犯
の
刑
が
加

　
　
重
の
際
の
基
準
に
な
る
の
で
な
く
、
　
前
科
の
刑
が
基
準
な
り
、
　
こ
れ
よ
り
一
等
重
い
刑
を
再
犯
の
行
為
に
科
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
の

　
　
で
あ
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
再
犯
の
悪
事
が
「
入
墨
二
可
申
付
程
之
悪
事
二
無
之
」
ば
あ
い
、
規
定
の
上
で
は
同
じ
第
八
十
五
條
の
「
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
り
　
　
り
　
　
む
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
む
　
　
む
　
　
り

　
　
御
構
之
地
口
排
徊
い
た
し
候
も
の
　
前
之
御
仕
置
よ
り
一
等
重
ク
可
申
付
」
と
変
り
な
き
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
は
御
構
場
俳
徊
が
当
時
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の
観
念
と
し
て
は
す
で
に
一
個
の
狙
罪
で
あ
ウ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
．
い
ち
紅
う
も
少
も
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
も
ゆ
と
も
、
こ
の
ば

あ
い
再
犯
の
悪
事
が
入
墨
に
相
当
し
な
い
ば
あ
い
で
も
、
判
例
法
上
そ
の
再
犯
の
悪
事
が
前
科
の
刑
を
一
等
加
重
し
た
も
の
よ
り
重
い
ば

あ
い
は
、
こ
れ
に
よ
る
こ
と
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
考
察
し
た
と
こ
ろ
が
ら
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
本
条
は
再
犯
の
悪
事
が
前
科

の
刑
と
同
等
も
し
く
は
そ
れ
以
下
の
ば
あ
い
の
み
、
実
質
的
に
も
た
ん
な
る
御
溝
場
里
勝
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
当
時
の
刑
の
加
重
が
、
…
…
度
以
上
と
か
、
二
度
目
…
…
、
三
度
目
…
…
と
か
の
ご
と
く
、
直
接
的
に
加
重
し
た

刑
を
法
文
の
上
に
卜
定
し
た
も
の
と
、
　
「
前
之
御
仕
置
よ
り
一
等
重
ク
可
申
付
」
と
か
「
本
罪
相
當
よ
り
一
等
重
ク
可
申
付
」
の
ご
と
く

「
一
等
車
ク
」
と
い
う
表
現
を
と
っ
た
も
の
と
二
通
り
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
も
後
者
の
、
　
「
一
等
重
ク
」
も
そ
の
加
重
の
基
準
と
さ
れ
る

刑
が
｝
方
は
前
科
の
刑
で
あ
り
、
他
は
再
犯
の
刑
で
あ
る
と
い
う
具
合
に
二
本
建
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
そ
の
特
徴
を
見
出
す
の
で
あ

る
。　

つ
ぎ
の
刑
の
豊
漁
に
は
、
自
訴
、
白
状
、
牢
屋
焼
失
の
軍
票
遣
立
蹄
つ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
、
御
定
書
第
百
條
「
名
目
重
相
聞
候
共
事

實
に
お
み
て
強
牢
人
之
害
二
不
成
罪
科
輕
重
格
別
之
事
」
に
よ
る
減
軽
、
さ
ら
に
は
第
六
十
五
條
の
規
定
に
よ
る
、
従
者
、
子
に
告
発
さ

れ
た
主
人
、
親
の
刑
の
減
軽
等
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
、
自
訴
は
御
定
書
に
規
定
を
欠
い
た
た
め
し
ば
し
ば
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
一

般
に
盗
賊
に
つ
い
て
は
否
定
さ
れ
、
そ
の
他
の
犯
罪
の
自
訴
は
こ
れ
を
み
と
め
る
方
針
で
あ
っ
た
し
、
白
状
は
特
殊
な
状
況
に
紅
け
る
自

白
の
み
を
、
そ
の
自
白
の
効
果
に
着
目
し
て
法
規
の
上
で
減
軽
す
べ
き
も
の
と
し
た
が
、
牢
屋
焼
失
の
際
目
放
さ
れ
帰
命
し
た
も
の
は
、

や
は
り
法
規
に
よ
っ
て
い
か
な
る
ば
あ
い
に
も
一
等
減
軽
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
三
者
に
較
べ
る
と
、
、
後
の
第
百
條
、
第
六
五
条
の
規
定
に
よ
る
減
軽
は
か
な
り
比
重
が
小
さ
い
。
け
だ
し
、
前
者
は
き
わ
あ
て
規

定
が
漠
然
と
し
て
お
り
抽
象
的
で
あ
る
の
で
、
実
際
の
判
例
の
上
で
も
あ
ま
り
適
用
さ
れ
た
事
例
の
み
ら
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
、
後
者
は

規
定
の
性
格
上
、
現
実
問
題
と
し
て
ほ
と
ん
ど
意
味
を
も
ち
そ
う
に
思
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
れ
ら
は
第
百
條
の
ば
あ
い
を
除
き
、
概
ね
二
等
輕
ク
可
申
付
」
と
い
う
形
を
と
る
か
ら
、
さ
き
の
加
重
の
ば

説　
　
あ
い
と
関
連
さ
せ
て
、
最
後
に
「
一
等
重
ク
」
、
　
「
一
等
輕
ク
」
の
意
味
を
検
討
し
て
本
稿
の
研
究
を
解
り
た
い
と
思
う
。

論　
　
　
御
定
書
第
百
三
條
「
御
仕
置
仕
形
之
事
」
は
こ
の
点
に
つ
き
、

　
　
　
追
加
、
延
享
二
年
極

　
　
　
一
　
自
本
罪
一
等
重
キ
御
仕
置
ハ
可
爲
遠
島
以
下
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
追
放
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
墨
又
ハ
敲
候
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
追
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
追
放
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
追
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輕
追
放
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
中
追
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
彿
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
戸
梯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
都
而
右
之
輕
重
二
可
心
得
事

　
　
　
追
加
、
延
享
二
年
極

　
　
　
一
　
自
本
罪
一
等
輕
キ
御
仕
置
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死
罪
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
追
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
遅
島
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
由
丁
追
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
右
同
断
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と
規
定
す
る
。

　
ま
ず
刑
の
加
重
に
関
し
て
注
意
す
べ
き
第
一
点
は
、
　
「
自
本
番
一
等
重
キ
御
仕
置
ハ
可
爲
遠
島
以
下
事
」
と
あ
る
点
で
、
刑
の
加
重
の

最
高
の
限
度
を
遠
島
ま
で
に
と
ど
め
、
原
則
と
し
て
加
重
の
結
果
死
刑
に
す
る
こ
と
の
な
い
旨
を
規
定
し
て
お
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
点

は
加
重
に
お
い
て
「
一
等
」
と
い
う
の
は
、
所
彿
は
江
戸
彿
、
輕
追
放
は
中
追
放
、
中
追
放
は
重
追
放
等
々
の
ご
と
く
、
後
述
減
軽
と
異

な
り
二
段
」
重
い
刑
に
引
き
上
げ
る
趣
旨
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
減
輕
の
方
は
、
死
罪
は
遠
島
重
追
放
、
遠
島
は
中
追
放
の
ご
と
く
、
一
等
輕
ク
は
二
段
甘
子
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
条
の
規
定
す
る
加
重
減
量
の
段
取
は
一
般
の
御
仕
置
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
盗
罪
に
つ
い
て

は
別
の
御
仕
置
段
取
が
あ
っ
た
か
ら
、
刑
の
加
重
減
軽
に
お
い
て
も
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
た
だ
こ
の

ば
あ
い
、
加
重
に
お
い
て
こ
の
段
取
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
盗
の
累
犯
の
ば
あ
い
に
限
り
、
累
犯
以
外
の
原
由
に
よ
る
加
重
に
は
適
用
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
減
益
の
ば
あ
い
は
、
す
べ
て
こ
の
段
取
に
し
た
が
っ
て
行
な
わ
れ
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
る
か
ら
、
死
罪
は
入
墨
敲
、
入
墨
重
敲
は
入
墨
の
ご
と
く
、
一
等
軽
く
は
二
段
軽
く
の
段
取
に
し
た
が
っ
て
減
軽
が
行
な
わ
れ
た
の
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
刑
の
加
重
減
軽
が
等
し
く
「
一
等
」
重
ク
、
　
「
一
等
」
輕
ク
と
規
定
し
な
が
ら
、
加
重
の
一
等
は
一
段
加
重
で

あ
る
の
に
対
し
、
減
軽
の
一
等
は
二
段
減
軽
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
加
重
の
ば
あ
い
は
こ
れ
を
被
告
の
利
益
の
た
め
に
消
極
的
に
、
減

軽
の
ば
あ
い
も
同
じ
理
由
で
で
き
る
だ
け
積
極
的
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
的
に
苛
酷
で
あ
っ
た
徳
川
刑
法
の
法
定
刑
の
峻
嚴

さ
を
い
く
ぶ
ん
な
り
と
も
緩
和
な
い
し
は
調
節
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
と
み
な
し
う
る
が
、
ま
た
こ
の
点
に
こ
そ
、
当
時
の
刑
の

加
重
減
軽
の
大
き
な
役
割
が
存
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
完
〕
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